
東京歯科大学同窓会会報

2
Tokyo Dental College

          Alumni Association

2015
No.399



東京歯科大学同窓会会報 第３９９号

目 次

グラビア ふるさと自慢

会員往来

い な げ

巻 頭 言……………………………………………………………………………………１

新春学長座談会………………………………………………………………………２～８

お知らせ………………………………………………………………………………９～１１

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念 ……………………………………………１２～１５

TDC アカデミア ……………………………………………………………………１６～１７

会 務………………………………………………………………………………１８～２１

事業推進部……………………………………………………………………………２２～２８

準会員のページ………………………………………………………………………２９～３０

支部のうごき…………………………………………………………………………３１～４７

クラス会だより………………………………………………………………………４８～５３

庶務日誌………………………………………………………………………………５４～５５

逝去会員……………………………………………………………………………………５６

投稿規定……………………………………………………………………………………５７

へんしゅうこうき…………………………………………………………………………５８

表紙写真の説明

「八重の梅、咲く」
日時：２０１４年２月２１日撮影
場所：香川県高松市 栗林公園

平成８年卒 香川県支部 鳥養智子先生 撮影

・新春学長座談会
・咬合三角図
・大正三年と現在の水道橋駅
・高山歯科医学院跡地にある歯科医学教育発祥之地の碑



私の住む鶴見区は横浜市の最東
端に位置し，「川のまち」と「丘
のまち」に「海のまち」という３
つの顔を持っています。

ここでは，それぞれの「まち」
の一端を紹介したいと思います。
『川のまち』

北東部にあたる鶴見川と多摩川
に挟まれた平地のエリア。「六郷
渡れば川崎の万年屋，鶴と亀との
よねまんじゅう，こちゃ神奈川急
いで保土ヶ谷へ♪」と東海道五十
三次の道中を歌詞に歌い込んだ民
揺「お江戸日本橋」にも唄われた

「よねまんじゅう」は，江戸時代，
鶴見橋の袂に軒を並べて売られて
おり，東海道の名物第一号とされ
たほどの人気だったそうです。明
治５年に鉄道の開通と共に姿を消
すも，昭和５７年に鶴見の菓子組合
の努力で復活を果たし，清月の鶴
見名物「よねまんじゅう」は神奈
川名産１００選のひとつに選ばれま
した。ごく薄い羽二重餅で餡を包
んだ小さな俵状の和菓子で，白
餡，こし餡，梅餡の３つの味が楽
しめます。ぜひ一度ご賞味くださ
い。
『丘のまち』

北西部にあたる下末吉台地の東
端から続く丘陵地のエリア。県立
三ッ池公園，獅子ヶ谷市民の森，
横溝屋敷周辺などは今も自然が

残っています。また，臨済宗大本
山総持寺の境内には，日本初の「歯
の塚」があります。横浜が W. C.
イーストレーキによる我が国の西
洋歯科医学発祥の地であること
と，臨済宗の開祖である道元禅師
の著書「正法眼藏」（洗顔の巻）
の中で「歯の磨き方」としてどう
したら歯垢や食べかすがよく取れ
るかが丁寧に解説されていたこと

からご当地に建立されたそうで
す。毎年，歯と口の健康週間が始
まる６月４日には，抜去歯牙を奉

「川のまち・丘のまち・海のまち」

横 浜 鶴 見

ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

御菓子司 清月「よねまんじゅう」

鶴見川河口の干潟

御菓子司 清月



納し「歯の塚供養」が厳かに執り
行われます。「歯の塚」は境内入
口付近にあり，自由に見学出来ま
すのでぜひ足をお運びください。
『海のまち』

京浜運河や埋立地が広がる湾岸
エリア。京浜工業地帯の一角でも
あり，沖縄をはじめ全国からの
人々が移り住み工場などで働く
人々が住む街として発展してきま
した。特に鶴見区は沖縄出身者が
多く，沖縄からブラジルやペルー
など南米諸国に渡った人々の子孫
にあたる日系２世，３世が親族を
頼って多く住むようになりまし
た。その中で「仲通り」には，沖
縄料理店や沖縄の食材のお店が数
多くあり「リトルオキナワ」が形
成されています。また，ブラジル
料理，ボリビア料理，ペルー料
理，韓国料理といった本場の味わ
いも楽しめる異国情緒を感じるエ
リアです。

このように，鶴見は３つのそれ
ぞれの顔をもった，私のお気に入
りの「ふるさと」です。

（平成９年卒 宇佐美貴弘）

「歯の塚」臨済宗総本山総持寺

大黒ふ頭の夕景

総持寺 勅使門

横溝屋敷の菜の花

ふるさと自慢



幼いころから粘土遊びや工作が
好きでした。小学生の頃は昆虫や
怪獣などを，粘土や紙を使って
作っていました。小学６年の時に
紙と段ボール箱で作った，身長約
１１０cm のゴジラは，今も頭部だけ
は大切に保管してあります。

高校生の頃，美術の授業で針金
を曲げて骨組みを作り，粘土を盛
り上げて人形を作ることを教わり
ました。もともと，プロレス，格
闘技が好きだったので，早速好き
なプロレスラーの人形を作成。そ
れからは年に数体ほどの割合で人
形を作り続けてきました。

東京歯科大学に入学し，美術部
白亜会に入部。あまりクラブ活動
には顔を出しませんでしたが，学
園祭には恐竜やプロレスラーの人
形作品を展示していました。

大学卒業後，市川総合病院オー
ラルメディシン講座入局中の３年
間はあまり人形を作っていません

でした。その後，地元香川県の歯
科医院に勤務し数年たったころ，
フィギュアの世界では超有名な，
海洋堂のフィギュアミュージアム
黒壁龍遊館（滋賀県長浜市）を訪
れる機会があり，人形でここまで
作れるものなのかと衝撃を受けま
した。その後，地元香川県や高知
県でも海洋堂の展覧会が開かれ，
超リアルなウルトラマン，仮面ラ
イダー，ゴジラ，動物などのフィ
ギュアを見ているうちに，自分で

もこんなリアルな人形を作ってみ
たいとの思いがふつふつと湧きあ
がってきました。そのころ，一時
冷めかけていたプロレス，格闘技
への情熱も再燃し，好きなプロレ
スラー，格闘家の人形を自己流で
作り始めました。たまたま，恐竜
フィギュアで有名な原型師さんが
近くに住んでいると聞き，メール
で自分の作品を見てもらい，アド
バイスをもらいました。アドバイ
スをもとに粘土や道具などを除々

「彫塑（彫刻と粘土），星空写真を楽しむ」

堀 川 拓 郎（平成１０年卒）

会 員 往 来



に変更，改良していきました。細
かいところをしっかり作りたいあ
まり，時間がかなりかかるように
なってきて，最近では一体完成さ
せるには半年くらいかかります。

ある日，趣味で油絵を描いてい
る父親が，一緒に展覧会をしない
かと声をかけてくれました。今ま
で，人前に展示することなど考え
もしなかったのですが，これもい
い機会と思いやってみることにし
ました。２０１１年３月，香川県文化
会館にて「油絵＆フィギュア展」
を開催。初めて，多くの方々に自
分の人形を見てもらうことが出来
ました。

話は変わりますが，小学生のこ
ろより星空にも興味がありまし
た。高校生の頃には望遠鏡も自分
で購入し天体観測も行っていまし

た。しかし，大学入学と同時に興
味が薄れ，星空を見上げる機会は
ほとんどなくなっていました。と
ころが，数年前，偶然ある若いカ
メラマンの方と知り合いになり，
写真を見せてもらったり話を聞い
たりしているうちに，突然，カメ
ラで星空を撮りたくなってきたの
です。たまたま入ったカメラ屋さ
んで一眼レフカメラが格安で売ら
れているのを見てすぐに購入し，
早速，星景写真（星と風景の写真）
を撮り始めました。初めて星が
写った時は感動で震えるほどでし
た。高校生の頃に望遠鏡を購入し
たのはいいけれど写真撮影まで出
来ていなかったことを思い出し，
その後新たに望遠鏡を購入。天体
写真の撮影も開始しました。オリ
オン大星雲，プレアデス星団，ア

ンドロメダ銀河等を初めて写した
日は本当に感動しました。

最近になり，知人の勧めで何度
か展覧会に人形を出展。その後は
様々な人たちとのご縁があって，
２０１４年１１月４日～１１月３０日までの
一ヵ月間，「堀川拓郎 星空写真
＆彫塑展 ～時空～」と題して個
展を開くことが出来ました。

個展では，ご来場いただいた
様々な方々との交流も大変楽しい
ものでした。また，個展の準備を
すること自体が一つの作品作りの
ようだと実感しました。

まだ作りたいもの，撮りたいも
のは数えきれないほどあります。
これからもライフワークとして人
形作り，星空写真撮影を続けてい
こうと思っています。

５．２ 南阿波サンライン第４ １２．２８．２９ かもがわ公園観望会

会 員 往 来



大学の移転後，東歯祭も水道橋となりました。そ
こで千葉校舎では，病院，衛生士校，事務部が結集
し，平成２６年１０月２５日（土）千歯（チバ）祭を開催
しました。ネーミングのアイディアは衛生士校生に
よるものです。模擬店や歯磨き指導コーナー等が設
けられ，講堂ホワイエでは４部門に再編された臨床
部門の紹介ポスターが展示されました（これは現在
各科順番にロビーギャラリーの一部として展覧して
います）。同時に講演会も開かれ，大学主催の井上
孝千葉院長による「口腔の健康から健康寿命を考え
る」と題したユーモアあふれる楽しいお話，千歯祭
主催としてプロフェッショナルチアダンスチーム，
東京ガールズの「健康体操と笑顔の作り方講座」，
株式会社タニタの鹿沼敦子管理栄養士による「健康
食品からの健康維持」など，すぐ役立つ盛りだくさ
んのプログラムにご来場の皆さんも大喜びの様子で
した（写真１）。

一方，最近，千葉病院では患者サービスの一環と
して第３９５号，３９６号でご紹介しましたロビーコン
サートの他に，ロビーレクチャーを行っています。

第１回は昨年平成２６年４月１９日（土）に，千葉県
の郷土料理として伝承されている太巻き寿司（写真
２）についてその歴史と作り方を千葉県保健医療大
学の杉崎幸子先生にお話ししていただきました。写
真に示すように，巻きずしで花，動物，文字などが
表現されています。この太巻き寿司が千葉県発祥と
はつゆ知らず，見てよし，食べてよし！７月の医療
連携講演会でも振舞われ，好評を博しました。

第２回は９月２０日（土），摂食・嚥下・リハビリ
テーション科の杉山哲也先生の「目指せ PPK！お
いしく食べて生涯元気」と題した講演（写真３）で
した。杉山先生は「平均寿命が男性７９歳，女性８６歳
を超える現代の日本ですが，最期まで元気で，食べ

い な げ

千葉校舎でのアクティビティー

文：茂 木 悦 子（昭和５０年卒）
写真：橋 本 貞 充（昭和５６年卒）他

（写真１）



たいものをおいしく食べて逝く，すなわちピンピ
ン・コロリ（PPK）が理想と言えるのではないで
しょうか？と始まり，そのためのお口の健康の保ち
方，加齢による飲み込む機能の減退の予防策や自己
点検法などについて分かり易く話され，ご来場の皆
さんも頷くことしきりでした。先生からは摂食嚥下
が困難な人のための軟らかい介護食のご紹介があ

り，カレーやマーボごはんなどもラインアップされ
ているのには驚きました。

さて第３回は年が変わり，つい先だっての平成２７
年１月３０日（土），スポーツ歯科の中島一憲先生に
よる「正しい噛みあわせでからだ生き生き」（写真
４）がありました。「正しく噛む」ということが，
全身機能やスポーツに関係し，健康の維持にも影響
を与えること，健康の増進につながる正しい噛み合
わせ，運動能力向上のための噛むことの効用を，テ
レビ出演での動画を用いて数多く示され，大変面白
く説得力がありました。それにしてもガムで有名な
某社では最近ガムの売れ行きが落ちているそうで，
その理由として若者が噛むのがめんどうくさいと感
じていると説明されたのには驚きました。

知り尽くしていると思う歯科でも専門の話を聞く
とまた新たな発見が有るものです。これからもロ
ビーイベントを開催して参りますのでお時間があり
ましたらどうぞ千葉病院へお出かけください。
（メールアドレス等お教えいただければ開催日時を
お知らせします）

最後にロビーギャラリー（写真５）をご紹介しま
す。

もちろんこれまでも病院ロビーの壁に写真等を展
示していましたが，今回は水道橋病院総合診療科の
堀田宏巳先生からご提供いただいた日常のスナップ
写真を展示しております。特に３匹の猫ちゃんの
ショットが愛らしく，足を止めて見入っている患者
さんをよく見かけます。好評につき３月まで展示す
る予定です。この後３クール分程出展者の予定が決
まっており嬉しい限りです！どうぞお楽しみに！

（写真５）（写真４）

（写真３）

（写真２）

い な げ



東京歯科大学の校歌として我々同窓はだれでも
知っている言葉であります。これを作詞した北原
白秋先生は一般の人から見て「医」のイメージとし
て真っ先に浮かんでくる言葉が「済生」と「仁」
で，しかも最も重要な言葉として選んだのだと思い
ます。

校歌を歌うときには「校旗は燦たり 風ひるがへ
れり」と「医はこれ済生 ひとへに仁なり」を繰り
返し言葉として発することが東京歯科大学の原点と
して体にしみこんでいくと多くの同窓の先生がたが
感じているのではないでしょうか。

さてその「済生」ですが，今回パソコンで文字を
入力していったら，「済生」の文字が変換できませ
んでした。そこで辞書を開いてみると，小学館，旺
文社の国語辞典にはなく，この言葉は一般的ではな
いのかなと思いながら角川の国語辞典を見たら，そ
こには載っていて，とても安心しました。そして広

辞苑にも載っているのを見て，業界の造語ではな
かったのだと確信しました。

この言葉は医療関係の人には必ず頭の中に入って
なければならないものと，私は考えるのですが，皆
様はいかがお考えになるのでしょうか。

「済生」とは生命を救うことと前述の辞書には
載っています。最近，歯科において「済生」はとて
も重要な考え方になってきています。それは我々歯
科医が担う歯や口腔の健康の維持が，生きていく上
での QOL の向上や，いまや高齢者の死因の３番目
となっている肺炎の予防に寄与しているからです。
このことを予見することができたのか，それとも医
療の理想型としてのあり方をこの詞に込めたのかを
想像するしかないのですが，校歌としてすばらしい
言葉を使って頂いていると思っています。

「仁」，広辞苑によると，孔子の教えを一貫して
いる政治上・倫理上の理想。博愛をその内容とし，
一切の諸徳を統べる主徳。とあります。医はそもそ
も仁術であったはずです。校歌のこの歌詞を頭の片
隅に置きながら，算術になってしまった医術を仁に
戻すのも我々同窓の務めではないでしょうか。

また，校歌の一番から四番まで次のようになって
います。一番：我が師と見（まみ）えむ。二番：我
が師を讃（たた）へむ。三番：我が師を繞（めぐ）
らむ。四番：我が師を護（まも）らむ。すなわち，
東京歯科大学に行ってこの道の師と賞賛すべき方に
お目にかかり，その徳を賞賛し，繞って（囲んで）
教えを受け，ずうっと教えを受け続けられるように
お護りしようというまさにアカデミア構想なのでは
ないかと思います。

校歌の歌い出しは「校旗は燦たり 風ひるがへれ
り」であります。我々同窓は校旗の基で医の原点を
謳い，我々が何をなすべきかを常に考え，先輩の教
えを伺い，それを後輩に言い伝えて行こう，と言う
のが東京歯科大学の校歌であると思います。

最近はグローバル化に合わせて，表面だけを
スーッと見る経済性中心の世の中になってきていま
す。全ての人が謙虚な気持ちで過去を認識し，そし
て真実を探求し，正しく判断できる世の中であるこ
とを願い，今回は東京歯科大学の校歌を北原白秋先
生の自筆の物を見比べながら，久しぶりに辞書を引
きながら思ったことを述べてみました。

今年も同窓会活動に沿った活動をして参りたいと
思っております。どうか宜しくお願い申し上げます。

医はこれ済生
ひとへに仁なり

副会長

藤 原 元 幸

巻 頭 言
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司会 只今より新春恒例の井出学
長と同窓会役員との座談会を始め
させていただきたいと思います。
同窓会からの出席は矢﨑会長，
宮地副会長，浮地副会長，財部副
会長，司会進行は私，同窓会本部
の広報部広報委員会委員長を務め
ています臼田がさせていただきま
す。それでは，まず初めに，矢﨑
会長から一言お願いします。

―大学の現状―
矢﨑会長 本日はご多忙のところ
をまことにありがとうございま

す。水道橋に移転し１年経過しま
したが，まことに，順調に運営さ
れているということを感じており
ます。また，今年は同窓会創立１２０
周年の記念すべき年を迎えます。
学長先生には大学の現状，そし
て，今後の展望などについて，そ
の概要を会員にお話し賜わります
ようお願い申し上げます。

井出学長 日頃より大学にご支援
頂き感謝申し上げます。水道橋に
移転してまいりまして約１年半経
過いたしました。千葉校舎から移

転して来た学生も水道橋での勉学
に慣れてきたようです。水道橋校
舎で入学した学生も既に３年生と
なり，また水道橋病院の患者来院
数も順調に増えてきております。
最近移転の慌ただしさから少し落
ち着きを取り戻した感が有りま
す。然し，これだけでの校舎，病
院では充分な教育機関とは言えま
せんので当初の計画に沿って西棟
の建設に取りかかっています。

昨年，１１月には建設工事安全祈
願祭を行いまして，二期工事が始
まりました。今はちょうど杭打ち
が始まったところです。二期工事
完成までに約２年を要する予定で
す。西棟には手術室の新設，病
棟，歯科麻酔科，歯科放射線科，
また障害者歯科，小児歯科，矯正
歯科の拡張が含まれています。

まだ理事会，評議員会での決議
を戴いておりませんが，今後衛生

東京歯科大学 井出学長との座談会

日 時：平成２７年１月１５日
場 所：水道橋校舎本館 ５階 法人役員室

出席者：

井出吉信 東京歯科大学学長

矢﨑秀昭 東京歯科大学同窓会会長

宮地建夫 東京歯科大学同窓会副会長

浮地文夫 東京歯科大学同窓会副会長

財部正治 東京歯科大学同窓会副会長

臼田 準 東京歯科大学同窓会広報部・

広報委員会委員長
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士専門学校を短期大学とし，水道
橋へ移転計画を検討しておりま
す。この計画は，新しい大学を設
置することですので，文科省の認
可を受けなくてはいけません。順
調に進めば，平成２９年度の開校を
目指しております。

（水道橋に移転して）
司会 水道橋のほうに徐々に移転
されて，今は西棟の建設が始まっ
た状況ですが，こちらに来たメ
リットということも多くあると思
います。

宮地副会長 最近の新聞を見ます
と，２０２０年から大学の入試改革が
あり，センター試験も廃止され，
人物の総合評価が主体になると，
また学生の質というか考え方が変
わってくる。そうすると同窓会も
いままで通りに構えているとさら
に新会員とギャップがでてくるの
が心配です。歯科は専門分野です
ので一般の大学とは少し趣が違う
のかもしれませんけど，その辺，
「歯科医である前に人間たれ」と
いう建学の精神と絡めて何か展望
でもありましたら教えて下さい。

井出学長 水道橋移転により，学
生の質が変わったということは感
じてないのですが，やはり，各種
の大学が近くに有りますので，学

生間でのクラブ活動の交流が行え
たり，お互いに良い刺激を受ける
ことがあるとは思います。また，
水道橋ですと教員が歯科医師会や
他大学に行っても，その日のうち
に大学へ戻ることができ，そうい
う意味では非常に効率的になりま
した。教育の面では，同窓の先生
が非常勤講師として実習を手伝っ
ていただいておりますが，以前に
比べて多くの先生にお手伝い頂け
ております。また同窓会本部が大
学内に有る事から，会長はじめ同
窓会執行部の先生方が度々大学を
お尋ね頂きます。その事により大
学と同窓会，学生と同窓会との距
離が縮まった様に感ぜられます。
さらに卒業生が以前より多く大学
にお立ち寄り戴いておりますの
で，今後大学が生涯教育の場所と
して大いに利用して戴けると思い
ます。この事は水道橋移転が非常
に良い結果をもたらすものの一つ
と思っています。

司会 確かにそうですね。こちら
にあると，歩いているだけで学生
に会ったり，歯科医師会で講師の
先生を呼ぶにしても非常に近いと
いうメリットはかなりあると思い
ます。

（期待がふくらむ西棟建設）
浮地副会長 水道橋に来ていただ
いたということは，やっぱり私た
ち地元の同窓会としては非常にあ
りがたいことですね。特に今度計
画されている西棟の建設によって
病院の機能だとかあるいは研究の
機能が充実されるということは，
これからの医療連携というのはた
だ単に私たちが病院に患者さんを

紹介して診ていただくというだけ
ではなくて，やはり，高度の知識
を持った先生方と一緒に検診をす
る，あるいは障害者歯科の話も出
ましたけれども，そういう中で，
重篤な疾病を持った人の訪問診療
というようなものも当然ご一緒に
できたら非常にいいことで，医療
連携という面から見ると，地元の
歯科医としては非常にありがたい
ことです。そういった意味では西
棟の建設というのは非常に楽しみ
というか，我々にとってはメリッ
トのあることだというふうに考え
ています。

司会 現状としては，先生，どう
なのでしょうか。水道橋病院が今
こちらに移ってきて，多分，患者
数もふえて，それこそ教育もしな
くてはいけないということで，も
う手狭ということでかなり急務と
いう形で西棟建設ということなの
でしょうか。

井出学長 引っ越してくる１年半
前に西棟も完成していればよかっ
たのですが，様々な要因で時間が
かかりました。もともと西棟が
あって初めて大学の機能が満たせ
ると考えておりました。技工室の
部分や研修医や学生が自分で練習
をするシミュレーション室も西棟
に考えております。
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（千葉の今後は）
財部副会長 私は千葉県支部所属
ですけれども，千葉県の同窓会あ
るいは歯科医師会の会員は，千葉
から水道橋に大学及び病院が移る
ということで，関心を持ってその
経緯を見守っているところです。
それで，臆測がひとり歩きして，
実際とは違った情報が流れている
ということも多々あるのではと思
いますので，千葉の大学あるいは
病院の今後について，先生からも
う一度整理してご説明いただく
と，千葉県の先生たちもご理解い
ただけるのではないかと思います。

井出学長 そうですね。移転を計
画する際に，千葉県の歯科医師会
や同窓の先生方にご説明に参りま
した。また千葉県庁と千葉市役所
にもお話に行きました。特に口腔
外科に多くの患者様をご紹介して
戴いていますので，引き続き受入
れ病院体制を整えて行く事を説明
させていただきました。千葉県に
於ける歯科の基幹病院の責務を担
う積りです。

今後の千葉病院ですが，規模と
しては今の千葉病院の３分の１位
の規模をめどに計画を検討してお
ります。この件は，千葉病院の教
員にも説明致しました。それか
ら，現在千葉病院で８０人ぐらい研
修医を受入れていますが，今後水

道橋病院のみではとてもその人数
の研修は行えません。研修医の病
院実習にも千葉病院を活用したい
と考えおります。その為にも，あ
る程度のユニット数は入れて，教
室もつくっておく必要があります
が，当然収支の事も念頭に入れな
ければならないと思っております。

司会 まとめますと，千葉のほう
は専門性をもった新たな病院をつ
くということですね。

井出学長 開業医の先生がお困り
になったときには，患者様を紹介
していただく等，デンタルメディ
カルセンター的な，専門的な，特徴
のある医療機関を考えております。

（市川総合病院の大切な役割）
財部副会長 市川総合病院のほう
が千葉病院の機能を肩がわりする
というか，そういう想定というの
はないのでしょうか。

井出学長 今まで千葉病院でも口
腔がんの症例を診ていたのです
が，ご存知のようにがん治療は，
医科でも各科の連携が必要な全身
的疾患です。そういう意味で，市
川総合病院に口腔がんセンターを
つくりました。口腔がんあるいは
全身疾患を有する患者様は市川総
合病院で診ましょうという方針で
す。市川総合病院の髙野（伸夫）先
生は口腔がんの専門ですし，市川
総合病院はがん拠点病院になって
いますので，水道橋と市川と千葉
の三つの病院の連携を上手くとり
ながら診療にあたることが大切に
なると考えております。

教育の面で，全身疾患や周術期

や口腔ケアという分野での教育の
場として市川総合病院を歯科学生
にとって大切な教育機関と位置付
けています。そこで今，市川総合
病院の一部に学生教育の為の教室
をつくっています。もともと看護
宿舎の一部を改築し教室やシミュ
レーション室を設けました。シ
ミュレーション室では点滴や採血
の実習ができる模型も置いて，看
護師と一緒に勉強できる環境を考
えており，医師や歯科衛生士や看
護師と医療連携が学べる場とした
いと思っております。

今まで市川総合病院の先生方
は，歯科との連携については発展
途上でしたが，今度，水野（嘉夫）
先生が理事長になられて，水野先
生は市川総合病院のことをよく
知っていらっしゃいますので，市
川総合病院の先生との連携が非常
によくなり，前とは雰囲気が大分
変わってきております。

財部副会長 歯科の研修医が各科
に回っているようですが，そのと
きに医科の先生としてはどこまで
教えていいかわからない。指導指
針が明らかになると教えやすいの
だけどいう話は医科の先生からお
聞きしたことがあります。

井出学長 そうですか。西田（次
郎）市川総合病院長は，非常に医
科と歯科との連携の必要性を考え
ていただいております。市川総合
病院は今まで以上に大切な歯科教
育の場と思っていますので，大学
の教務課から教務担当の職員を市
川総合病院に派遣する積りです。
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（講座の増設）
宮地副会長 これからの学生教育
は医学的な面も増えてくると思い
ます。補綴だとか口腔外科の講座
を増設するのは，主に病院の機能
充実がメインなのか国家試験を含
めた学生教育の効果をねらっての
ことでしょうか。

井出学長 両方ですね。きめ細か
く指導していくことと，講座が複
数あったほうが，競い合い刺激を
受けながら指導できると考えてお
ります。口腔外科は昔ⅠとⅡでし
たが，新しい講座名は今考えてい
ますが，別々の教授を置いて，き
め細かい学生教育と次世代の教員
の教育もより充実して戴こうと
思っています。

講座をきちんと分けておき，そ
れぞれの講座の教授の年齢差があ
る事も必要だと思っています。次
の各科のリーダーを順次育てて欲
しいと思っております。同窓の先
生方，補綴系講座が三つとか口腔
外科が二つあるということはどう
思いますか。

宮地副会長 教育についてはいろ
いろな角度から専門的に間違いな
く教育するという意味で講座がふ
えたほうが有利だと思うのですけ
ども，臨床の場面ですと昔と違っ
てクラウンブリッジとパーシャル
というのが分けられないような臨
床が多くなって来ているし，治療
手順という臨床を理解させるには
あまり専門・専門で分けてしまう
と一口腔単位の臨床が難しくなり
そうで，教育と臨床をうまくマッ
チングさせるのは非常に難しいな
とは思いますけど，どうでしょう

か。

井出学長 そう思います。診療分
野に於いては，講座単位の分野で
きっちり分けるのではなく，補綴
なら補綴分野で，この患者の診療
方針はどうするかということを話
し合いながら診療を進めていく必
要があると思います。それから，
私の考えですが，例えばフルデン
チャー（総義歯）に入っている人
が４，５年経過したら，ほかの講
座に移れるようにしていくといい
のではないかと考えております。
野球でいうフリーエージェント制
をつくって，同じ講座に５年いた
ら受け入れ先が了承すれば他の講
座に移って行けるといいのではな
いかと思っています。

司会 そうですね。過去の講座制
は一旦縮小して，必要な講座をあ
らたにつくりそのとき各講座間の
交流をどのように構築できるかと
いうことで，先生が言われたよう
にフリーエージェント制みたいな
形をとる。

矢﨑会長 医局を移ることは今ま
での各講座の長い伝統から見ると
なかなかそう簡単には動かないと
思います。しかしながら井出先生
が理想としていることはよく理解
できます。例えば講座に所属し，
同窓会で現在，毎週のようにやっ
ている症例検討会やセミナーなど
に参加するなど，大学の医局の先
生と同窓会の学術委員会と組んで
やって行くなどの連携が出来ると
思います。この様な連携をより確
かなものにする事により，井出先
生がおっしゃっているような，専

門以外の研修が大学に在籍しなが
ら出来るようになり，さらに同窓
も講座の先生から専門的な知識を
教えて戴けるなど，お互いに多い
に研修の実があがるものと思いま
す。

―大学との一体化を求めて―
（３００回記念を迎える東歯学会）
宮地副会長 学内にもうけられた
東歯学会は専門学会とは少し役割
が違うのではないかと思います
ね。研究成果の発表は講座単位で
研究が成り立っているという側面
があると思いますが，学内の学会
はもう一つ病院機能の充実あるい
は臨床の質を高め合うというとい
う意味では，できるだけ講座の壁
を超えた総合的な目で症例検討が
できれば，すばらしいと思いま
す。そういう学会であれば高学
年・臨床研修医・若手医局員も沢
山集まってくるのではないでしょ
うか？ 水道橋ならもちろん同窓
会員も多数参加されると思いま
す。それが発展すると将来開業す
るという先生方にとっては，２つ
または複数の講座を経験されるの
も，おもしろい選択肢となりま
す。境界領域の研究も生まれてく
るんじゃないか。それには，学会
の機能を研究部門と臨床部門とを
意識的に分化してはどうでしょう
か？

井出学長 全く先生がおっしゃる
とおりです。東歯学会が今秋３００
回を迎えます。これを記念大会と
し，現在プログラムづくりをして
います。この記念学会には同窓会
の学術を担当されている先生方に
参加して頂いております。
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宮地副会長 東歯学会の３００回記
念というのはすばらしいことで，
できれば同窓会創立１２０周年事業
の一貫として協力して行きたいで
すね。

矢﨑会長 その１２０周年に関連し
てですけれども，東京歯科大学の
歴史を見てきますと，先生が発言
された東歯学会の『歯科学報』と
同窓会報は一体だったわけです
ね。当時，血脇先生は校長と同窓
会長を兼ねておられ，同窓会と大
学は一体になって活動をしていま
した。

（大学と同窓会とで生涯研修を考
えたら）
宮地副会長 学会３００回そして同
窓会１２０周年記念ということで，
これを機会にこれからの生涯研修
の新しいスタートという位置づけ
ができれば「継承と発展」という
総合テーマにもふさわしいと思い
ますね。同窓会単独の生涯研修で
はなく，学生・臨床研修だとか専
修生，専攻生だとかいろいろの段
階を縦にシステマチックに大学と
同窓会が生涯研修のカリキュラム
が組めれば魅力的な事業になると
思います。同窓会も人材育成を重
点事業にしていて，そういうこと
が議論できるメンバーで広い視点
で話し合いたいですね。

井出学長 そうですね。

宮地副会長 大学は移転や病院建
設で大変だと思うので，今すぐと
いうことではなく，準備会という
感じで，大学が落ちつきだしたこ
ろに本格的な生涯研修がスタート

できるように準備を進めれば，こ
れから入学してくる学生にも同窓
会に入れば大学からの連続した生
涯研修を受けられるという PR で
きると思います。

井出学長 東京歯科大学の売りは
何ですかという事をこれから積極
的に広報活動していかなければな
らないと痛感しております。

今までは，国家試験の合格率が
良いですよとか，歴史と伝統のあ
る歯科大学ということでしたが，
東京歯科大学の特徴は充実した学
生に対する教育と研究は無論の
事，また同時に同窓会と連携して
卒業後も生涯に渡る教育研修を
行っている大学だと思います。そ
れから他の歯科大に無い大きな充
実した市川総合病院による教育部
門などを売りにしていきたいなと
思っています。それには，まさし
く同窓会と一体とならないとでき
ないことだと思いますので，ぜひ
宜しくお願いいたします。

宮地副会長 いきなりシステムを
新築するという方法などいろいろ
な手順が考えられます。いま，学
術委員会が何人かで協力し症例相
談会・症例検討会というのをやっ
ています。そういう今すでに運営
しているものをベースにして，総
合的な生涯研修に形作っていくと
いう流れも考えられます。同窓会
を入り口にして数年経って費用は
かかるけれども専修科生になって
認定医や専門医を目指す，そうい
うルートも示せると思います。

矢﨑会長 今回は先ず可能な事か
ら始められればと思います。 忙

しい臨床をしながらより専門家と
しての研修が出来れば，若手の同
窓もさらに大学や同窓会との連携
が強くなると思います。

（大学の卒業後のコースの紹介を）
井出学長 卒業後の進路のモデル
ケースのような形で紹介できたら
よいと考えております。もちろん
最初は，研修医を経て，その後大
学院に進む人もいますし，その
後，レジデントに進む人もいます
し，いろいろな選択肢があると思
います。一旦開業した臨床の先生
がもう一回学校に戻ってくるため
の制度を今後検討し，わかりやす
い形で紹介していけたらと思って
おります。

司会 そうですね。同窓会員にも
わかりやすい形で紹介したいです
ね。

井出学長 実は大学には，卒業後
に様々な進路が有りますが同窓の
皆さんには充分にお伝え出来てい
なかったと思います。たとえば専
修科生や研究生は，卒業何年後で
も，３カ月１０万円の授業料で専門
分野の知識や技能の習得・専門学
科の研究を行うことが可能となっ
ています。IC カードで図書館や
講座への入室入館が自由に出来ま
す。解剖講座の例ですと一般専修
科生で入学すると，授業を聴講
し，解剖実習も参加することが出
来ます。

浮地副会長 今のようなシステム
をもう少し知らせていただいて。
やっぱり，水道橋を卒後研修の一
つの拠点として，卒業してから何

新春学長座談会
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年かたってまた自分の専門じゃな
いものを学びたいということも当
然あるでしょうから，そういった
ところで受け入れていただくと非
常にありがたいなと思います。

（同窓会アカデミア研修も学内紹
介を）
宮地副会長 同窓会本部の事業の
一つは，臨床研修医を卒業し自分
の故郷に帰る前に首都圏で臨床修
業している人がかなり多いと思い
ますし，彼らは金額の張る講習会
の参加は難しい，平日の多少夜遅
くなっても，同窓会の症例検討会
だとかに集まってくる。そこでボ
ランティアの先輩とのつながりが
生まれる。そこに大学の先生も参
加していただけると，すごく幅の
ある症例検討会ができるのじゃな
いかなと。

井出学長 大学にも，症例検討会
があります。同窓の先生方がその
様な勉強会をなさっている事は大
学の医局員はあまり知らないので
はないかと思います

宮地副会長 そうそう。できるだ
け。

井出学長 大学としてもその事が
分るように各講座に伝えて行きま
す。

司会 その辺も今年度から広報委
員を派遣して，いわゆる症例検討
会に出させてもらって，報告をし
て PR してもらえればというよう
な方向性を打ち出しています。

井出学長 本館の８，９，１０階で

すか，入り口に学会等のポスター
を張るところがあるので，そこに
同窓会主催の症例検討会を行って
いるので，ぜひご参加くださいと
貼っておくのも良いかと思いま
す。

司会 最近は若い人の中にはFace-
book とかにすぐ掲載しています。
大学と同窓会との連携をさらに深
め，相互の情報をきめ細かく広め
てゆくことが大切であることが確
認されました。

（同窓との交流サロン）
司会 そういったことも含めて，
ちょっと話を戻させていただい
て，西棟建設ということで，西棟
ができ上がる，その中に大学と同
窓との交流する場所というか，そ
ういったところがあるかどうか，
いかがでしょうか。

井出学長 西棟１階に学生の談話
室，小規模の講演会，懇親会の出
来るスペースを設置する予定で
す。この場所を同窓の先生方にも
ご利用して戴こうかと考えており
ます。例えば地方からいらした先
生方の待ち合わせの場所にも宜し
いのではないかと思いますし，同
時に，学生との交流も深まるかと
思います。

（受験生の紹介を）
司会 そのほか，大学と同窓会と
の連携で何かありますでしょうか。

井出学長 そうですね。今一番心
配しているのは，今後の１８歳人口
が激減して行く事です。今年も志
願者が少し減っている感じがして

おります。同窓の先生方に将来の
大学を担う良い学生をぜひご紹介
をいただければと思っておりま
す。東京歯科大学の特徴といいま
すか，よさをぜひ宣伝していただ
くことが，今一番，大学が同窓会
に望むところなのです。

（１２０周年記念事業そしてアカデ
ミアへの協力を）
司会 時間も迫ってまいりまし
た。井出先生に最後これだけはと
いうことがございましたら，どう
ぞ。

宮地副会長 １２０周年記念で高山
先生とか血脇先生の特集を組んで
います。そのなかで「建学の精
神」つまり「歯科医師たる前に人
間たれ」というあの文章がかなり
色濃く出てきて。そうやってみる
と，生涯研修の中には学術的な話
題だけじゃなくて，社会性だとか
品位だとかということが東京歯科
大学の伝統として今に繋がってい
る。たしかに先輩の背中をみて私
たちも影響を受けてきた。そこで
単に症例検討だけじゃなくて，同
窓の中には社会性を持った品位の
高い人が，全国にはたくさんいる
と思うんですよね。人間教育とい
うと戦前の道徳みたいですけど，
人材を育成していくことが持続可
能な同窓会の唯一の方法といって

新春学長座談会
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も過言ではない。単なる学術だけ
じゃない，全体をということでア
カデミアという名前をつけて，少
しでも注目してもらおうと思って
います。ぜひここにも大学のパ
ワーをお借りしたい，ぜひご協力
よろしくお願いします。

浮地副会長 アカデミア構想の中
に社会保障制度研究会というのが
あるのですが，これは上條先生に
も出てきていただきますけれど
も，同窓生が中心となって，社会
保障の中の特に医療問題について
いろいろ検討しているわけです。
こういった中に，実は我々同窓だ
けではなくて，ちょうど学士入学
をなさってくる学生さんの中に，
経済学とか政治学とか，そういっ
た学問を修めてから東京歯科大学
に入ってこられるような人がいる
としたら，我々はちょっとそう
いった学問的な知識に欠けている
ものですから，そういった若い先

生方に入っていただきたい。それ
からまた，今後の医療界の状態と
かこういったものに興味があるよ
うな学生さんで，学士入学じゃな
くてもいいのですけれども，そう
いった人たちも一緒になって来て
いただいて，いろいろお互いに勉
強し合うと，なかなかいいものが
できると思うんですね。

井出学長 学士の人には様々な経
歴をお持ちの人も居りますし，現
役学生にも，医局員にも今後の医
療制度について勉強したい人もい
ます。学生部，教務部の先生方に
も良く伝えておきます。

矢﨑会長 今後は若い同窓が厚労
省などに積極的に入って戴き，行
政面から国民のための歯科医療の
充実が図れるようになることを多
いに期待しています。大学もその
ような進路もあることを学生や研
修医，医局の方々に知らせて戴く

ことを，多いに期待しております。

司会 今回は東京歯科大学の将来
に向かって，合格率だけじゃなく
て，そのほかに新たな魅力という
形で西棟建設を含めて，東京歯科
大学がますます発展すると思いま
すので，その辺も我々はぜひ同窓
会，アピールしていきたいと思い
ますので，よろしくお願いしたい
と思います。

井出学長 こちらこそ，よろしく
お願いいたします。

矢﨑会長 大学と同窓会が一体と
なって同窓会創立１２０周年記念事
業をやってゆきたいと思っていま
す。そのことにより大学と同窓が
一体感をより強くする事ができる
と思います。 よろしくご協力を
お願いします。今日は誠にありが
とうございました。

新春学長座談会
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理事会より

●いよいよ１２０周年の年となりました。各記念関連事業も，急ピッチで進んでいます。
１１月２９日の記念式典だけでなく，アカデミア事業，記念ゴルフ大会などにもぜひ，ふるって
ご参加ください。
心よりお待ちしております。

同窓会事業・行事

●平成２７年度東京歯科大学同窓会評議員会
と き 平成２７年１１月２８日（土）
ところ 如水会館（千代田区一ツ橋２－１－１）

●東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念式典・講演会・祝賀会
と き 平成２７年１１月２９日（日）
ところ 式 典：東京歯科大学水道橋校舎新館

「血脇記念ホール」１１：００～
講演会：東京歯科大学水道橋校舎新館

「血脇記念ホール」１１：５０～
祝賀会：東京ドームホテル 天空の間 １４：００～

●TDCアカデミア２０１５
・卒後研修
・医療教養
・臨床セミナー

日程は次ページ参照

地域支部連合会・支部関係
●地域支部連合会会長の交代
平成２７年１月１日付
東北地域支部連合会 宍戸 計一 氏（昭４９卒）

前連合会長 藤原 元幸 氏（昭５０卒）
関東地域支部連合会 菊地 善郎 氏（昭５０卒）

前連合会長 小鹿 典雄 氏（昭４９卒）
東海地域支部連合会 加藤 誠康 氏（昭５０卒）

前連合会長 西尾 有生 氏（昭４７卒）
九州地域支部連合会 友利 隆俊 氏（昭６０卒）

前連合会長 岩田 充了 氏（昭５２卒）

●支部長交代
平成２６年１０月１日付
室蘭支部 合田 功 氏（昭４２卒）

前支部長 山本 内匠 氏（昭５１卒）

お 知 ら せ
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平成２６年１２月３１日付
江戸川支部 須賀 俊二 氏（昭５５卒）

前支部長 川野 浩一 氏（昭５４卒）

平成２７年１月１日付
茨城県支部 大野 勝己 氏（昭５０卒）

前支部長 小鹿 典雄 氏（昭４９卒）
千代田支部 山田 茂子 氏（昭４７卒）

前支部長 川上 光一 氏（昭５１卒）
日本橋支部 福岡 博史 氏（昭５８卒）

前支部長 山 滋 氏（昭５４卒）
板橋支部 岡野 昌治 氏（昭５２卒）

前支部長 須田 希 氏（昭５０卒）
足立支部 奥野 圭子 氏（昭６０卒）

前支部長 茂木 元介 氏（昭５３卒）
横須賀・鎌倉支部 齋藤 一太 氏（平４卒）

前支部長 谷 繁信 氏（昭４７卒）
北信支部 青木 篤敬 氏（昭５３卒）

前支部長 小宮山能康 氏（昭５２卒）

平成２７年１月２０日付
長崎県支部 田口 知義 氏（昭５９卒）

前支部長 渡邊 修志 氏（昭３５卒）

平成２７年１月２４日付
城東支部 鈴木 雅幹 氏（昭５７卒）

前支部長 久保 秀二 氏（昭５６卒）

母校関係行事・案内
●第１２０回東京歯科大学卒業証書・学位記授与式

と き 平成２７年３月１５日（日）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎新館 血脇記念ホール

●平成２７年度東京歯科大学入学式
と き 平成２７年４月５日（日）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎新館 血脇記念ホール

●東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒業式
と き 平成２７年３月６日（金）
ところ 東京歯科大学千葉校舎講堂

●東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学式
と き 平成２７年４月３日（金）
ところ 東京歯科大学千葉校舎講堂

●平成２７年度東京歯科大学学会
第２９９回例会 平成２７年６月６日（土）東京歯科大学水道橋校舎新館

演題締切 ４月８日（水）正午

お 知 ら せ
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平成２７年度 理事会・常任理事会，TDCアカデミア２０１５，広報部広報委員会

年 間 開 催 日 程 表

TDCアカデミア２０１５

開催日 セミナー名

１月２９日（木） 医療教養
リベラルアーツ・リレー講座

２月２６日（木） 医療教養
フロントランナーセミナー

４月２日（木） 医療教養
口腔保健オープン・フォーラム

４月２５日（土） 臨床セミナー
エ ン ド セ ミ ナ ー

４月２６日（日） 臨床セミナー
エ ン ド セ ミ ナ ー

５月１７日（日） 卒後研修
ベ ー シ ッ ク セ ミ ナ ー

５月２１日（木） 医療教養
口腔保健オープン・フォーラム

５月３１日（日） 臨床セミナー
ス タ ッ フ セ ミ ナ ー

７月５日（日） 臨床セミナー
ペ リ オ セ ミ ナ ー

９月１０日（木） 医療教養
フロントランナーセミナー

９月１２日（土） 臨床セミナー
補 綴 セ ミ ナ ー

９月１３日（日） 臨床セミナー
補 綴 セ ミ ナ ー

１１月８日（日） 臨床セミナー
矯 正 セ ミ ナ ー

理事会・常任理事会

開催日 区 分

１月１４日（水） 第１回 常任理事会

２月２１日（土） 第１回 理事会

３月１８日（水） 第２回 常任理事会

４月１８日（土） 第２回 理事会

５月２０日（水） 第３回 常任理事会

６月１３日（土） 第３回 理事会

７月１５日（水） 第４回 常任理事会

９月１９日（土） 第４回 理事会

１０月２４日（土） 第５回 理事会

１１月２５日（水） 第５回 常任理事会

１２月１９日（土） 第６回 理事会

（理事会６回・常任理事会５回）

広報部広報委員会

開催日 作業内容

１月１６日（金） ２月号編集

２月１３日（金） ２月号編集

３月１６日（月） １２０周年

４月１０日（金） １２０周年

５月１５日（金） ６月号編集

６月１２日（金） １２０周年

７月１０日（金） １２０周年

８月２１日（金） １０月号企画

９月１１日（金） １０月号編集

１０月９日（金） １２月号企画

１１月１３日（金） １２月号編集

１２月１１日（金） ２月号企画

平成２８年
１月１３日（水） ２月号編集

お 知 ら せ
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１．はじめに
平成２４年７月に同窓会本部専務

髙橋義一君から電話があった。「明
治２８年６月に第１回院友会が『万
清楼』で行われた。ここから同窓
会がはじまった。芝高輪付近にあ
ると思うが，詳細がわからないの
で調べてほしい」という依頼で
あった。そして，資料として「東
京歯科大学同窓会 七十年の歩み」
を送って頂いた。私自身も興味を
ひかれ第１回院友会と会場の万清
楼について調べることにした。
２．第１回院友会の様子

「東京歯科大学七十年の歩み」
によると明治２３年高山歯科医学院
（図１）創立後，約５年を経た明

治２８年６月１６日，第一回卒業式が
挙行され，当時在学中の有志が主
唱して芝高輪の万清楼（図２，３）
で卒業の祝宴を兼ねて院友の集い
が開催されたということだ。そし
てこのとき参集した同窓が相談の
結果「高山歯科医学院院友会」と
命名した校友団体を作り，会則を
定めて役員を選出したという。第
一回院友会の模様が分かる資料と
して「歯科医学叢談第一号」が紹
介されていたので，ここに転載さ
せて頂く。

第一回卒業証書授与式の終わり
たる後，第一回院友会を高輪万清
楼に開けり，楼（図５）は高輪の

浦頭に接して品海の砲台を眼前に
眺め，漫々たる水は幾多の白帆を
泛べて淼々涯りなく庭前の樹木は
招かざるに習々たる涼風を送りて
坐らに炎熱の苦を忘れしむ，場に
入りて先ず快哉を唱へしむるもの
寔に故あるなり軈て配膳終るや当
日世話役の総代として笠原恭三郎
氏は卒然として起てり，氏は其特
有の巨眼を場の四方に放ち微笑を
含んで咳一咳説き出して曰く「同
窓相親しむは我も人も均しく望む
所なれば啻に日夕学校に面を合わ
せるのみならず折々は一堂に会し
て懇談余念なきこそ打解て興こそ
あらめと今回の卒業式も幸い我々
三四人同窓懇親会の相談ありしに

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念

「温故知新 万清楼を訪ねて」
第１回 高山歯科医学院院友会（現東京歯科大学同窓会）

明治２８年６月１６日 於 芝高輪 料理茶屋「万清楼」

近 藤 保（昭和４８年卒）

図１ 明治２３年１月（１８９０年）芝区伊皿子町に敷地１，０００
坪，元スペイン公使館として使用されていた。ここに
本学の歴史がはじまる

図２ 明治２８年６月１６日高山歯科医学院卒業式後に第１回
高山歯科医学院院友会を芝高輪にある「万清楼」で発
足した
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然らばイッソ博く院友を会して院
友会となさんとの動議起こり，終
に之に一決して夫々の手配に及び
たりしに幸に諸君の旧盟を忘れざ
るあり遠路を事ともせられず斯く
多人数の来集ありたるは吾儕の一
同に謝する所なり全体宴会の事に
は不慣れなる吾々行届かざる点は
幾重にも諸君の御海容を請はん唯
願くは千杯万杯を重ねて万重の愉
快を共にせらんことを云々。」（中
略）

終わりて間もなく場の西隅（図
７）に屹立し満座の諸君と呼ぶも
のあり誰やらんと打見れば血脇
守乃助氏なり氏は其長身を直立せ
しめ「本日は世話人諸氏の尽力と
来会諸君の御賛成とにより同窓の
多年冀望する院友会の第一回を見
るに至りたるは諸君と共に吾儕の
欣喜に堪へざる所なり願くは本日
の会をして竜頭蛇尾に終らしめず
第二回第三回より千万回に到らし
めんこと我々の冀望に勝へざる所
なり本日は都合上拠ろなく会合時
を正午と致したる為め諸君の御不
自由も多かりしならん又時間の都
合上出席を断はられたる方々も多

分にあれば次回よりは必ず夕影と
致さん」と述べて終て座に復す特
有の切り口上ならんでスラスラと
遺て除けられたるは蓋し微醺を帯
びるためか終わりに高山紀斎氏は
悠然起ち上り開口一番説て曰く
「学院諸君多年の冀望と聞えたる
院友会も諸君の尽力と賛成とによ
り首尾よく創立の運に到りたるは
小生の祝杯を挙げて諸君と共に慶
賀の意を表する所なり院友会の必
要云々は茲に喋々を要せず米国の
歯科学校なぞも大概同様の会を設
け卒業後研究を重ね友諠を温むる
の機関となせり諸君も願くは当初
の目的を失はず永く本会の存続を
意とせらんことを莫不有始鮮能有
終矣とか兎角世間の人情として祭
礼的の喧ぎには狂奔する者あれど
も沈静して後図を纒むる者の少な
きが常になれば充分注意して有終
の美を完ふするこそ小生の切望す
る所なり」（中略）ちなみに当日
の出席者数は五〇名であった。

その後の院友会の運営状況だ
が，明治２８年１１月１６日に第２回院
友会，明治２９年５月２日に第３回

院友会が，いずれも万清楼で開催
されている。第３回の出席者数は
７０余名で急速に発展していった様
子が分かる。

当時の東京地方の天候を気象庁
に問い合わせてみた。第１回は蒸
し暑く曇り，第２回は快晴，第３
回は晴れだったいうことだ。
３．万清楼について

まず三田図書館の港郷土資料館
に「万清楼」について問い合わせ
た。すると偶然にも万清楼の子孫
の方が，度々その資料館を訪れて
いること，かつて万清楼があった
場所が（図２）が，高輪泉岳寺下
の第１京浜角（現在高輪ホワイト
マンション）だということが分
かった。そして七代 石井清吾様，
秀子様ご夫妻（図４）とグランド
プリンスホテル新高輪でお会いす
ることが出来た。その際に石井家
と家業「万清楼」のまとめをした
文書・資料をお持ち頂いたので資
料の一部を紹介させて頂く。屋号
の由来は初代万屋清右衛門の
「万」と「清」を取り「万清楼」
になったそうだ。

幕末の文化年間のころより大正

図３ 高輪泉岳寺下の第１京浜角（現在高輪ホワイトマン
ション）である。高山歯科医学院（伊皿子）から万清
楼まで徒歩１０分である

図４ 「万清楼」第七代石井清吾様，秀子様ご夫妻。１８００
年～１９２０年約１２０年間芝高輪で料理店を営んで来た商
人の記録を現在執筆中

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念
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９年まで「１８００年～１９２０年」約１２０
年間芝高輪で料理業を開き栄えて
きた。初代万屋清右衛門「安永９
年～嘉永４年」１７８０年～１８５１年が
料理業を始めたのが３０歳の時即ち
文化１０年頃である。以降２代３代
４代５代と続き６代「石井克己」
が大正９年に廃業するまで１２０年
間に及ぶ特に幕末から明治２０年代
にかけて２代・３代が当主を務め
た時代がもっとも繁昌した時と考
えられる。

万清楼の立地は高輪大木戸から
品川宿にかけての東海道の海岸通
りにあり，江戸湾を見渡す眺望の
よい場所である（図２）。また，
高輪の地域は幕末の頃外国公使館
が集中していた地域でありこの点
も商売に影響したと思われる。更
に泉岳寺など多くの寺院が集中し
た場所であった。

用地は車町３０・３１・３２番地
面積９３７坪（図７）
家屋は木造瓦葺２階建
１階８１・５０坪 ２階７５・３６坪
付属４棟４８坪
江戸時代の後半になると様々な

飲食店の中で料理屋として体裁を
整えたものが所謂料理茶屋とし
て認められる様になり安政６年
「１８５９年」の料理茶屋番図付表に
は約１８４店が掲載されている（図
６）。高輪万清楼も上段から２番
目にランクされている。番図付表
は安政・文久・明治とあるが当時
の主人は２代万屋清右ヱ門３代
石井清八であり，芝高輪地区では
ランク入りは数少ない。

当時のお客山岡鉄舟揮毫「万清
楼」を来店時に寄贈されたもので
ある（図６）。

又，自転車の挿絵は英人ワーグ
マンが「ジャパン・パンチ」に
掲載したもの。明治２年１月号
（１８６９年）―日本に輸入された自
転車２台のうちの１台である。絵
にあるは「御料理万清」と「外国
局は高輪接遇所」である（図８）。

明治になると料理業を営む上で
色々の許認可が必要になり，その
一部を記載すると

明治１１年１月２９日
酒請け売り鑑札
東京知事 橋本正隆

明治１２年８月４日
料理店営業鑑札
東京府芝区長 相原安二郎
明治２８年４月１８日
料理店営業許可者
警視総監 園田安腎（図８）

当時の献立は簡素な日本料理が
中心であった。即ち，吸い物，前
菜，刺身，朱に鰹，鮃など焼魚，
煮角，茶碗蒸し，香の物，ご飯と
いう具合で寿司，うなぎ蒲焼，土
産物の和菓子等は外部からの仕入
れである。酒は豊富で日本酒，
ビール，葡萄酒，洋酒全般で現在
と変わらない。
４．第１回院友会再現

前述した「歯科医学叢談第一
号」と石井氏が提供して下さった
「万清楼」の資料をもとに改めて
第１回院友会の当日の様子を再現
したい。

明治２８年６月１６日のことであ
る。高山歯科医学院第一回卒業式
に際して祝宴会を開くことにな
り，これについて，初めは八百枝

図６ 安政６年（１８５９年）料理茶屋として認められ料理茶屋
番図付表には約１８４店が掲載されているが，芝高輪地区
ではランク入りは少ない。当時のお客山岡鉄舟より揮毫
額を寄贈された

図５ 嘉永５年（１８５３年）万清楼より海側景観図と当時の地
図と合せ。沖には砲台がみえ右側には品川宿が見える。
チョンマゲの人がみえる

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念
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康三，加藤福松，笠原恭三郎，住井
雄熹その他の諸氏が相談してこの
会を主として生徒の懇親会を兼ね
たものにしようとしたが，その
後，これがさらに一転して以前か
らの念願である院友並びに同窓の
友誼を温める会合にしようという
ことに衆議一決した。卒業証書授
与式終了後，笠原恭三郎氏を世話
役総代として芝高輪の「万清楼」
に会合を開き，「高山歯科医学院
院友会」と命名した校友の一団体
を作った。午前中，卒業証書授与
式終了後に，徒歩で伊皿子坂を下
り１０分程で高輪泉岳寺下東海道の
角「料理茶屋万清楼」に参集し
た。東海道の往来は大変にぎやか
で，東海道の向かい側（図５）は
品川沖に砲台がいくつも見え，
又，右側には品川宿が見られる。

万清楼の玄関は南向きだ。２階
に上がり（図７）大広間で会合が
行われた。当日の出席者は５０名で
あった。天候は曇りである（気象
庁より）。庭前の樹木から涼風が
送られ蒸し暑さも忘れさせられ

る。
当日の料理は鯛の尾頭付きから

口取り，吸い物，揚げ物，刺身，
焼き魚，うま煮，茶碗蒸し，香の
物，酢の物などであったものと思
われる。日本酒，ビール，葡萄
酒，洋酒，そして，当日出席され
た歯科器具店主若林唯造氏より麦
酒１ダースの寄贈があった。配膳
が終ると世話役の笠原恭三郎氏の
挨拶後，血脇守之助氏が西隅より
立ち上がり「同窓が冀望する院友
会が本日の会をして竜頭蛇尾にな
らずに第二回，第三回より千万回
になることを望む」続いて高山
紀斉氏が立ち上がり開口一番「院
友会の必要は卒業後研究を重ねる
機関となるなり目的を失はず永く
本会の存続なることを望む。卒業
後も学術実地共に研究を重ねるこ
とを小生は深く希望します。」と
述べ一同杯を掲げた。
５．おわりに

我が東京歯科大学同窓会は今年
創立１２０周年を迎える。今回，そ
の原点となる第１回院友会を当時

の会場まで辿って調べてみるうち
に遥か昔の先達の若さや気概と
いったものが直に伝わってくるよ
うな気がした。学術，実地，共に
研究を重ねるようとする我々の精
神は実は明治２８年から脈々とこの
会に息づいてきたものである。今
後まさに千万回に至るまで伝統を
引き継いでいかねばならないと改
めて思う。又，皆さんにお勧めし
たい。伊皿子坂（高山歯科医学院
跡地）より泉岳寺坂下（万清楼跡
地）まで徒歩１０分，温故知新の散
策をしてみてはいかがだろうか
（図２）。

最後に今回貴重な資料をご提供
くださった石井清吾様，秀子様ご
夫妻に改めて感謝申し上げ，小文
を結びたいと思う。

参考文献：
・東京歯科大学同窓会

「七〇年の歩み」
・石井家と家業「万清楼」のまとめ

平成２５年７月
・石井家文書－資料について

平成２６年９月

図７ 右上の航空地図は昭和４２年当時である。上に泉岳寺境
内がある。万清楼は廃業され住居として利用。手前が第
一京浜である。万清楼の１．２階の平面図，玄関は南側
にある

図８ 明治２８年料理店営業許可証，警視総監園田安腎。自転
車の挿絵日本に輸入された２台のうちの１台である。右
が「御料理万清」，左が「外国局は高輪接遇所」である
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この臨床ノートは，私が経験した欠損歯列の臨床
記録だと思ってください。戻れない時代背景や診療
室という限られた空間での個人体験が，これから前
へ進もうとしている若い先生たちに，なにを語りか
けることができるのかと考えると，心もとないもの
があります。ただこの臨床ノートから「欠損歯列は
長い時間軸」で見ていくべきこと，それは患者さん
と長く関わっていくことを意味していることが伝わ
ればと思っています。歯科臨床での“長く”は時代
や地域を越えて価値あるものだと思うからです。

（その１） 欠損歯列への目線と咬合三角
１．欠損歯列の多様性

臨床は個別で多様です。そのためちょっとした捉
え方・見方の違いによっては正反対を指向してしま
うことは，ありがちなことです。患者は多様で複雑
だとしても，臨床対応の手段はそれほど多くはあり
ません。そのことが多様な個別性をいくつかにグ
ループ化していこうとする理由です。どのような目
線でグループ化し，どのような臨床的な意味づけを
していくか，それがこの臨床ノートの具体的な目標
になります。

２．病態と対応手段
欠損歯列をみると，いきなりどんな義歯を設計す

るかに関心が集まります。しかしそれは間違いで
す。欠損補綴（義歯）は問題に対処する手段ですか
ら，義歯設計の前に欠損歯列という病態を理解しな
ければならない，そのことを常に念頭に置くことが
必要です。欠損歯列と欠損補綴は目的と手段という

関係なので手段が目的に先行することは不自然で
す。いきなり義歯設計に取りかかってしまうと「対
応しようとする病態」と「補綴装置に期待する役
割」の間に文字通り齟齬が生まれてしまいます。
＜齟齬「上下の歯がかみ合わない事」から「食い違
う」の意味＞
欠損歯列の病態は２種類があります。

３．“現在の問題”と“将来の問題”
患者さんが来院されたらまず「どうされました

か？」と，今なにが問題なのかを確かめるはずで
す。歯の喪失によって患者自身が抱えている不便，
不満あるいは口腔機能の低下という自覚症状の確認
です。それは“患者の問題”であり，いわば“現在
の問題”です。欠損歯列はもう一つ“将来の問題”
があります。欠損歯列が治癒せず永続する一種の慢
性疾患だからで，遅速はあっても不可逆的に進行す
る疾病だと考えておくべきだからです。“将来の問
題”はいろいろな兆候をもとにリスクを推測すると
いう作業ですから患者ではなく“術者サイドの課
題”と言い換えることもできます。

４．欠損歯列と欠損補綴
どんな補綴装置が最適なのかは“現在の問題”と

“将来の問題”という２つの病態をどう捉えるか，
そしてそのどちら側にどの程度軸足を置くかで，大
きく変わってくるはずです。現状把握よりリスク予
測は難しいはずですから，欠損歯列の見方では直接
間接に“将来リスク”をみる目につながることが求
められるはずです。強調したいのは欠損歯列と欠損

TDCアカデミア

私の臨床ノート
「欠損歯列をどう見るようになったか」

宮 地 建 夫（昭和４２年卒）
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補綴の二つを明確に分け，最初に欠損歯列の病態を
どのように掴むかを整理しておく姿勢が大切だとい
うことです。

５．欠損歯列の捉え方
欠損歯列は歯の喪失した歯列なので，歯数が欠損

歯列のレベル（進行度）を客観的に計る物差しにな
ると素直に考えていました。臨床でも少数歯欠損・
多数歯欠損・少数歯残存など「歯と数」が含まれた
言葉で意思疎通が計られていました。そのうち患者
の不便，不満あるいは口腔機能の低下は歯の数とい
うより，歯の喪失によって噛み合わせが減少してい
くことが強く影響していることに気がつきました。
そこで欠損歯列という病態の本態を「咬合の損傷」
とみなし，咬合支持数を病態のレベル指標にすべき
だと思うようになりました。

６．欠損歯列の流れ
歯数で捉えれば，無歯顎が欠損歯列の終末になり

ますが，病態の本態が「咬合の損傷」と考えると，
歯の数ではなく，「咬合支持数が喪失」したときが
終末とみなすように変わってきました。歯数が半数
近く残っていても「欠損歯列の終末」と捉えること
には，「無歯顎が終末」という従来の見方とはずい
ぶんギャップがあり，ためらいもし，どのように整
合性をとればよいか迷いました。基本的には咬合支
持数で捉え，歯の数も無視しないような捉え方を模
索し，「咬合三角」という方法を思いつきました。（図
１）

７．咬合支持数と歯数を指標にした咬合三角
咬合三角はＹ軸に咬合支持数を，Ｘ軸に歯数を目

盛りにとりました。左上の頂点が２８歯で上下１４カ所
が咬合支持している健全歯列の位置にあたり，右下
隅が歯数０で無歯顎の位置です。この図によって歯
数を無視することなく，咬合支持数を基調にした病
態把握の物差しを手に入れることが出来ました。問
題の多かった症例を図上にプロットしてみると，咬
合支持数が４カ所以下になると経過の中で多くの問
題を抱え出します。そのとき咬合していない歯が多

数あると，さらに難症例になることも分かってきま
した。便宜的な目安にですが，咬合支持数４・歯数
１０歯で囲まれた第三エリアを欠損歯列の終末エリア
とみなすことにしました。

８．重症化とリスク
咬合三角から，２つのことが分かりました。一つ

は咬合支持の減少とともに臨床的なトラブルに悩ま
される傾向が強く，重症度を表していること。もう
一つは咬合支持の減少は欠損の進行を加速し，“リ
スク”予測の参考になりそうということでした。“現
在の問題”と“将来の問題”は別々にではなく一連
の流れの中に存在している病態だという極めてシン
プルな傾向を学びました。

文献）
・「欠損歯列の客観的位置づけ」の提案 宮地建夫 日本

歯科評論４６２巻４号 p１５６－１６９ １９８１年４月
・症例でみる欠損歯列・欠損補綴 宮地建夫 医歯薬出版

２０１１年６月
注）ここに掲載されたグラフの原図がご希望の方は“hk６t

-myc@asahi-net.or.jp”へご連絡ください。

次回は，欠損歯列のコース（病型と病期）を説明
します。

３回目，４回目では実際の症例についての病態把
握と経過の評価について，取り上げたいと思ってい
ます。
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会務アラカルト
平成２７年度がはじまりました。

創立１２０周年記念事業の計画は
大山執行部時代から始まりました
が，時の流れは早いものでとうと
うその２０１５年を迎えました。この
４月には記念事業の詳細や申し込
みのご案内を皆様方にお知らせで
きるように準備を進めておりま
す。記念式典まで９ヵ月ばかりあ
りますが，今から先生方とお会い
し歴史と伝統にふさわしい一日を
ともに過ごせることを楽しみにし
ています。

１１月２９日（日）
同窓会創立１２０周年
記念式典・講演会：血脇記念ホール
記念祝賀会：東京ドームホテル

そして他にも創立１２０周年企画
を計画しております。記念ゴルフ
大会が９月３日（木）に霞が関ゴ
ルフ倶楽部で，また記念囲碁大会
も現在計画中です。更に，東京歯
科大学学会の３００回記念も同窓会
１２０周年記念として協力してゆく
ことになりました。日程は１０月１７
日（土）１８日（日）に 血 脇 記 念
ホールでの開催になります。多く
の同窓が出席していただけるよう
お願いします。

支部加入の推進
同窓会創立１２０周年記念事業と

並んで本年度の重点事業として
「支部加入の促進」があります。
平成２６年度の統計では，８，３１８名

の会員のうち支部未加入会員が
２，３７５人（２８．６％）おりました。

平成１０年度の数字を見ますと，
８，３７８人のうち１，８３４人が未加入者
で割合では２１．９％とおおよそ１５年
の間に６．７ポイント増えたことに
なります。実数でいえば５００人く
らいの同窓が支部に加入しないよ
うになってしまったことになりま
す。全般的に若い年代の先生方が
支部に加入しなくなったと言われ
ていますが，たとえば平成の卒業
者で見ていますと，確かに５５％の
同窓が加入していません。その理

由は勤務医の先生方が入らないと
説明されていますが，だからと
いって支部未加入率をそのままに
しておきますと，開業しても支部
加入しない人が益々増え，支部，
連合会，本部の活動にも大きな影
響をあたえかねません。
（支部に入る理由）

なぜ支部に入るのか，その答は
「そこに支部があるから」という
ものではありません。長い歴史の
中，社会の必要性，そして同窓一
人一人の必要性から支部が出来上
がってきたのです。そして，その

会 務

平成卒の支部加入状況
（男女別）２６．８．１２
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必要性は，今でもしっかりとあり
ます。「東京歯科大学同窓会創立
１００周年記念誌」の中に各地区の
紹介がありますが，そこにも多く
の支部が歯科医師会の存在とリン
クして誕生しているのが分かりま
す。歯科医療をしっかりと地域で
広げようと各大学の同窓がそれぞ
れまとまり，歯科医師会の力とし
て各地域の歯科医療の進展へとつ
なげたのです。同窓会を学閥と否
定的にとる人がおりますが，歯科
の分野はむしろ学術など全国の同
窓会２８校による学術連絡会や全国
歯科大学懇談会のように歯科界の
将来の発展のために連携をとり歯
科医師会とは違った角度から重要
な役割を果たしています。それぞ
れの大学には歴史と伝統，そして
それぞれの建学の精神もあり，大
観的にみればそれぞれ個性をもっ
て自由に発展し，同窓会の多様性
を形成しています。この多様性こ
そ貴重で，そこから新しい発想に
繋がってゆきます。この同窓会活
動の原点は支部での活動にありま
す。「支部に入るのは当たり前」
と思われてきましたが，ここで敢
えて支部に入る理由を文字にして
みました。
１．地域同窓会活動をとおし歯科

医師会活動に協力し地域医療の
向上をはかる

２．同窓会をとおして建学の精神
にのっとり人間性豊かで社会性
のある医療人をめざし，プロ
フェッショナルな歯科医として
の役割を果たす

３．支部学術活動に企画又は参加
することにより，地域の歯科医
療の質を高める

４．大学卒業後，同窓会を通じて

自己研修と後輩支援することに
より，プロフェッショナルとし
ての質担保の社会的義務を果た
せる
このように同窓会支部に入るこ

と自体が社会貢献につながってく
るのです。
（一医療人としても大切な支部同
窓とのつながり）

支部同窓会への加入の意義は，
一医療人としても大切です。同窓
会報にも今まで多くの先輩方が同
窓会の意義を述べております。医
療は歴史や文化と強いかかわりを
持っています。国や地域によって
変わってきますし，また患者さん
一人一人によっても変わってきま
す。人間性豊かで社会性の高い医
療人としては，まさに一人一人の
多様性を尊重し治療や予防を進め
ていきますが，それこそが診療所
としての姿勢となります。診療所
づくりを目指す過程では講演を聞
いたり本を読んだりインターネッ
トを調べて得た情報だけでは限り
があります。できるだけ多くの人
と接し，いろいろ生の話や実体験
を聞くことこそ真の情報となりま
す。そのためにも同じ地域に住む
同窓の先輩後輩の存在は皆さんに
とってかけがいのない宝になるの
です。

そんなことから恐らく各地域で
支部はごく自然な形で誕生してき
たと思います。同窓会組織が支部
として定めてない頃の話ですが，
血脇先生は多くの支部を訪れ支部
に名前を付けております。昔の同
窓会の規則の中で「支部」を意味
した言葉が登場したのは明治４０年
の東京歯科医学院同窓会時代でし
た。“役員の条”で「地方通信員」

という文言が出てきます。そして
明治４０年１０月専門学校になった時
代，「地方幹事」という言葉，そ
して「各地方の状況会員の動静お
よび学術的なことに関する報告」
と役割がでてきました。大正７年
の総会で地方支部設置に関しての
建議が出されましたが保留に，そ
してまた大正９年支部の設置につ
いての議案が提出されましたが会
則としては取り上げるに至りませ
んでした。しかしその間支部では
いろいろの動きがあり，大正８年
に九州同窓大会で支部を置くこと
を決め，血脇会頭が前述のように
訪問し各支部に名前を命名してお
ります。大正１２年関東大震災で学
校は壊滅的なダメージを受けた
後，大正１４年の総会で支部の設置
が決まりました。支部の先生方
は，今でもその地域の歴史と伝統
を大切にし，若い先生方の支部加
入を待っているのです。
（支部加入推進にあたってのお願
い）
支部加入に際して，過去の同窓会
費の未払いがたまったので入れな
いとか，支部役員のご子息でも「ま
だ早いから入らないでもよい」と
か，同窓の先生方のやさしさから
あまり強く勧めない風潮があるよ
うです。「支部勧誘の際，同窓会
費の未払いの有無を問わないでほ
しい」との声が評議員会であり，
その後支部加入の際には加入条件
としないこととしております。是
非加入を積極的に進めるようにお
願いします。そこで３つのお願い
があります。
１．支部加入に過去の本部会費未
払いを問わないでください
２．若い人に会ったら真剣に支部

会 務
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加入を勧めてください
３．若い人に魅力ある支部を目指
し，一人でも多くの支部未加入
者に声をかけてください
本部としては地域支部連合会や

支部との連携をとって粘り強く支
部加入策を進めてまいります。

同窓会創立１２０周年記念よもやま話
（学生会の雑誌を閲覧）

院友会創立当初，会員の中に母
校在学生も含まれていました。昔
の卒業アルバムをみましてもその
中に院友会の行事の写真も出てき
ます。明治４０年東京歯科医学院か
ら東京歯科医学専門学校に昇格し
た際，学生会が立ち上がりまし
た。その頃の学生会誌が母校図書
館に所蔵してあります。それを通
覧してゆきますと，『チワキ』と
いうコラムが登場してきます。執
筆者の記載はありませんが，おそ
らく当時の東京歯科医学専門学校
の校長であられた血脇先生のもの
ではないかと期待しますが，ここ
ではそこで見つけました３篇をご
紹介しましょう。なお，字体は多

少現代風にアレンジしましたので
ご了承ください。あわせて卒業ア
ルバムにある大正から昭和初めの
頃の水道橋駅近辺の写真を左側
に，そして現在の写真を右側に並
べてみました。

チワキ 大正１５年７月
『急がば廻れ』という言葉は，今
の青年に対する一教訓であろうと
思う。明治維新のごとき革命的状
態の時代はいざ知らず，あらゆる
社会相が大体目鼻がついておる現
代においては。矢張り相当の順序
があり，無暗に功を急ぐべきもの
ではない。青年時代に急に獲た富
とか名誉とかは泡沫となって消え
て失せるものが多いが，根底が出
来ておらぬためである。

人間一代の仕事は，大抵３，４０
年を要するのは，普通のことであ
る。急がば廻れの文字はよくよく
味わうべきものと思う。

チワキ 大正１５年９月
私は馬車馬のように遮二無二に

突進したのである。ことの成敗利

鈍のごときは第二の問題として荀
も自己の義務と責任との命ずるこ
こには最善の努力を傾倒して驀地
驀進（ばくちばくしん）したので
ある。そこには利害を打算する余
裕のごときは微塵もない，ただ一
心不乱である。何でもかんでもや
れるだけやっつけたのである。

諸君の所謂チワキズムの本態は
これでなければならぬと私自身に
思う，水道橋精神なるものも願わ
くはこれであって欲しい。

チワキ 大正１５年１０月
支那では古来礼儀３千威儀８千

と称して礼儀を重んずるきわめて
厳であった。日本もまたこれと同
じく殊に封建時代には武士によっ
てこの道は最重とせられ小笠原式
のごとき作法さえ生まれたのであ
る。しかるに社会生活の推移に伴
い礼儀は漸次閉却せられ現今一部
の輩のごときは上下の別を忘れて
むしろ不作法をもって正道と心得
るものさえ生じた。

ひるがえって欧米の現状を見る
に室内で帽子をかぶったまま立談

大正３年
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しているような多忙なる生活の片
面に紳士としての礼儀は厳として
存在している。

因襲的な空虚な形式としての礼
儀に私は興するものではない。し
かしお互いに生きてゆくこの社会
において，みだりに出しゃばった

り無作法を致してしたりすること
は慎みたい。心からの礼儀は永遠
に人間生活になくてはならぬもの
だ。

PS 現在の水道橋駅の柱はドイ
ツから輸入した古いレールを使っ

ているのをご存知ですか。製造は
明治１９年ドイツのドルトムント・
ワニオン社によるものです。大正
の頃と大震災後の昭和になってと
駅の様子が変わってきました。今
の写真と比べてみてください。

同窓会創立１２０周年記念事業実行委員会の追加（平成２６年１２月１７日～平成２７年１２月３１日）
髙 橋 潤 一（Ｈ４卒）

東京歯科大学同窓会各種委員会委員

大正７年

大正４年

昭和５年

会 務
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平成２６年１１月３０日（日）午後１時より，水道橋校舎
本館１３階第１講義室において，第２回新進会員のつ
どいが開催された。このつどいは，卒後５年目以内
までを対象とした新進会員を対象としたものであ
り，昨年より開始された。

講演会では，本学同窓である４名の先生にご講演
をいただいた。まず，平成１０年卒の石川一麿先生よ
り「歯科医院開業～これまでの歩み～」と題した講
演が行われた。続いて，平成１５年卒の小川志保先生
より「女性歯科医師 子育てと仕事の両立」と題し
た講演が行われた。そして，平成２２年卒の吉田光孝
先生より「エクソソームを用いた診断法の開発に向
けて」が行われ，最後に平成１６年卒の菅原圭亮先生
「基礎疾患あり！注意しよう，薬剤投与‼」と題し
た講演が行われた。

当日は，本学の卒業生である新進会員ばかりでな
く，現役学生の参加者も見られ，合計で，昨年を超
える８５名が参加した。

講演会後は，本館１４階において懇親会が行われ，
新進会員達は，矢﨑同窓会長をはじめ同窓会の諸先
輩方と交流を交わした。

■第２回新進会員のつどいを振り返って
幹事：荻野崇真（平成２２年卒）

今回，「新進会員のつどい」に主催者として参加
させて頂きました。開催にあたり，講演内容や開催
場所の選出など紆余曲折がありましたが，当日は多
数の先生方に参加して頂きました。

この会は卒後５年目までの先生方を主な対象とし
て開催しましたが，参加された先生方の評判は大変
良く，感無量でした。懇親会にも多数の先生方に出
席して頂き，新進会員の知識と交流がさらに深まっ
たことと思います。私自身も若手会員の前向きでア
グレッシブな考えに触れ大変刺激を受けました。ま
た，このように優秀な若手会員との交流を通じ，こ
の会が今後さらに繁栄していくことを確信しまし
た。

最後になりましたが，この「新進会員のつどい」
開催のきっかけを与え，助力してくださった同窓会
役員の先生方に感謝申し上げたいと思います。

幹事：野末真司（平成２３年卒）
まずはお忙しい中で新進会員のつどいで講演して

下さった先生方，準備に携わって下さった先生方，

事 業 推 進 部

第２回新進会員のつどい開催

矢﨑同窓会長を中心として，ご講演いただいた先生方，
右から石川一麿先生，小川志保先生，吉田光孝先生，菅原
圭亮先生：平成２６年１１月３０日（日），水道橋校舎本館第１講
義室

新進会員のつどいの風景：平成２６年１１月３０日（日），水道
橋校舎本館第１講義室

22



そして参加して下さった先生方へ厚く御礼申し上げ
ます。ありがとうございました。今回は普段知るこ
とのできない開業までの経験の話や子育てと仕事の
両立の話を伺うことができ，また明日からの臨床に
つながる薬剤の話，そして大学院でされている研究
の話と幅広いテーマの中で座長をさせて頂きまし
た。

久しぶりに会った友人からは「台本を読んで話し
ているみたい」とか「オドオドしていて野末らしい
座長」という様々なコメントをもらいましたが，最
後の質問では笑いを取ることもできましたし，一緒
に座長をしてくれた黄地先生や会場の皆様のおかげ
で無事に終わることができました。

来年は，より一層良い会になればと思っておりま
す。

幹事：石川宗理（平成２４年卒）
石川先生からは実際に開業する時にどう言うこと

を考えるのか，また詳しい実情を，小川先生からは
女性として仕事と家庭の両立また男性，吉田先生か
らはエクソソーム研究を通して基礎研究をするとい
うことの楽しさそして大変さを，そして菅原先生か
らは薬剤の注意点，大学人であることがどういうこ
とかを教えていただきました。

これから直面する分岐点に道標をいただけて，と
ても参考になりました。

幹事：木村基善（平成２５年卒）
今回の集いは昨年度とはまた違った切り口で非常

に楽しむ事が出来ました。
開業までの詳しい経緯や女性歯科医師の生き方な

ど，卒業して間もない私達が聞いてみたかった内容
がぎゅっと詰まっていて今後の自分たちの大きな参
考になったと思います。懇親会も大いに盛り上が
り，参加者からは「参加して良かった」とたくさん
のコメントを頂きました。来年もより魅力あるテー
マをそろえ，今年以上により多くの方が参加してい
ただけるよう努力していきたいと思います。

幹事：田中亜生（平成２６年卒）
お忙しい中多くの皆様にご参加いただきありがと

うございました。
卒業して１年目の私達にとってこのような大きな

イベントに企画運営としての立場で携われたことは
とても貴重な経験となりました。

これまでは部活の OB・OG の先生方との関わり
のみでしたが，今回の同窓会で私達にはこれだけた
くさんの同窓の先生方がいらっしゃるということを
実感でき，心強く思いました。この社会に無知な私
達の疑問・相談をとてもよく聞いていただける同窓
の先生方がいることは，東京歯科大学ならではのこ
とではないかと思います。

今後も名前の通り，この会に人がつどえばと思っ
ております。

■来年度に向けて
幹事：黄地健仁（平成２３年卒）

東京歯科大学を卒業して数年が経ちました。たっ
た数年ですが，周りを見渡してみると，母校に残る
者，離れた者，夢を追い続ける者，現実の中で模索
する者，現場の中心で指揮をとる者，現場を離れた
者，「歯科医師」である事実に変わりはありません
が，その像は様々だと思います。

だからこそ，同窓会の様な場を，「久しぶり，元
気？」「最近こんな事があってさぁ」「今度飲みに行
こう」そんな場になれば良いなと思っています。む
しろ，そういう場にしたいと思っています。

長い歴史がある東京歯科大学だからこそ，オーガ
ナイザーは若手の僕等です。

事業推進部
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［性別］
参加者の性別は男性５１％，女性４９％であり，男女差は認められな

かった。

［所属］
千葉病院からの参加者が３７％と最も多く，次いで開業医，水道橋の

順であった。

［立場］
研修医の参加者が５１％と最も多く，次いで勤務医，大学院生の順で

あった。アンケートには繁栄されていないが，登院生の参加者もみら
れた。

講演会を知ったきっかけは，郵便はがきが３４％で最も多く，次いで
友人からの勧誘，配付チラシであった。同窓会のホームページと答え
たものはいなかった。なお友人からの勧誘は卒業年度が新しい程，高
い傾向が見られた。

講演会は全体的に好評であり，出席してよかったことは，開業までのプロセスに関する講演が聞けたこ
とが最も多く，次いで抗菌薬について，子育てとの両立についての講演が聞けたことの順であった。

問１：どのようにしてこの会を知りましたか？（複数回答可）

問２：この会に出席してよかったと思うことはどれですか？（複数回答可）

アンケート集計結果
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ご希望する内容としては，治療についてと答えたものが最も多く，次いで開業について，進路について
の順であった。

今後の開催場所の候補については，千葉からの参加者が最も多かっ
たものの，水道橋病院と答えたものが７３％と最も多かった。

来年も参加するかの質問に対し，「はい」が３８％，「前向きに考え
る」が５５％であり，「わからない」が７％で「いいえ」は０％であっ
たことから，この講演会が参加者にとって有意義なものだった事が伺
える。

問３：次回の新進会員のつどいで希望する内容はどれですか？（複数回答可）

問４：新進会員のつどいの開催場所として集まりやすい場所はどこですか？（複数回答可）

問５：来年も出席していただけますか？

事業推進部
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いよいよ，TDCアカデミア２０１５がスタートしました。その一翼として，去る１月２９日に，
第１回リベラルアーツ・リレー講座が開催され，お茶の水大学講師，フードコーディネーター
の福留奈美先生による，「和食って素敵」～世界に誇る和食のすばらしさ～と題した講演会が
行われました。

講演に出席して

浜野美幸（昭和６１年卒）
リベラルアーツ？私は言葉の意味を知りませんでした。それは，ギリシャ・ローマ期からルネッサンス

期にかけた一般教養の基本となった自由七科のことだそうで，文法・修辞・弁証法の３学と，算術・幾
何・天文学・音楽の４科から構成されるそうです。そういえば，日本の大学教育では，専門性を重視して
「人間としての教養」を軽視する傾向にあることを反省して，最近では大学教育でも改めて教養を見直そ
うという動きがあるという内容の新聞記事を読んだのを思い出しました。この『リベラルアーツ・リレー
講座』は，卒後研修セミナーの新しい試みのようですが，福留先生の講演は，正にその言葉通り，日本人
として知っているべき「和食の魅力」について，美しい写真を見て，講演を聞いているだけで総合的な教
養を身に付けられるようなセミナーでした。先生は，東京都学校歯科医会の「味覚と美味しさの科学」の
本の中にもお書きになっていらっしゃいますので，出席できなかった先生は是非ご一読されることをお勧
めします。しかし，講演をライブで拝見すると，行間に書かれている話も伺えますし，先生の思いも感じ
ることができます。今後もできるだけリレー参加してみようと思いました。講演について感じたことを少
しだけ書かせていただきます。

「和食」というと，まずは健康食というイメージです。和食は旨味を上手に応用して，油脂が少ないと
いうのは知っていましたが，和食は素材を生かすために余計な要素を排除していく引き算で味を作ってい
きます。それに対し，バターを使うフレンチやラード・ごま油を多用する中華料理は，味のまとまりをつ
けるために調味料を足していく足し算の調理法というのを知り，和食が健康食である本当の意味を知った
気がしました。

またマナーの話も子どもたちに理由から説明できる大変役立つ話でした。例えば，ご飯とお椀の置き方
も，日本では「左上右下」が基本ですので，神に供えるお米は汁物より左にあるべきで，従ってお椀は
右，ご飯は左になるのを知りました。同様に舞台の上手も左になります。着物も左前，一回聞いたら二度

TDCアカデミア ２０１５ 医療教養 リベラルアーツ・リレー講座 第１回
「和食って素敵」

～世界に誇る和食のすばらしさ～

医療教養委員会

講師 福留奈美先生
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と忘れない知識を得た気がしました。ところがプロトコル（世界共通の外交儀礼）では，「右上位」と逆
になりますので，天皇・皇后両陛下はそれに則って，並んでいらっしゃることも興味深い話でした。

『伝承』というとすぐに“味”を伝えることを想像して，「おふくろの味」というと和惣菜と思います
が，今では日本料理というと寿司，てんぷらに続いてラーメン，カレーと言われるくらいですから，家庭
の味もカレーや唐揚げ，味噌汁，卵焼きでも良いと聞き，ほっとしました。私も我が家のベーシックなも
のを作り続け，しっかり家庭の味として伝えていきたいと思いました。さらに『伝承』という言葉の中に
は，食事の時間を共にすることで家族や地域と絆を築くという意味もある説明を聞き，改めて世界無形文
化財の“無形”が特定のものを指すのではなく，生活様式全体を意味していることが理解できました。現
在，孤食などが問題になっていますが，食べ方，食事を通してどのように関わっていくかを考え直さなく
てはいけないと思いました。

最後に，福留先生が自分のライフワークとして「日本の食を正しく伝えること。お国自慢ができる子ど
もを育てること」とおっしゃっていましたが，自分のライフワークを明確にされている姿勢にも尊敬の念
を抱きました。

石塚洋一（平成１９年卒）
歯科医療の専門家，高度化が進む中で，専門職者におけるリベラルアーツの重要性が再認識されていま

す。「はやく教養のあるにんげんになりたい！」そんな一心で受講してみたリベラルアーツ・リレー講座
でしたが，記念すべき第１回のテーマは「和食って素敵 ～世界に誇る和食のすばらしさ～」，講師はお茶
の水女子大学講師・フードコーディネーターの福留奈美先生でした。牧野先生の司会のもと，開会に先立
ち，矢﨑会長より同窓会創立１２０周年を記念したアカデミア構想の中でリベラルアーツ・リレー講座を開
講したという趣旨が込められた御挨拶を頂きました。福留先生は，東京都学校歯科医会が発行した「味覚
とおいしさの科学 ～和の味を子供たちに伝えるために～」の「和食って素敵」の章を執筆された先生
で，ご自身がパリのお寿司屋さんで，端的に外国人に日本のお酒と中国の蒸留酒の違いを言えなかった体
験から，「日本人の自分が正しく日本の食を伝えていかなければならない！」と思われ，ライフワークに
しているとのことでした。

２０１３年１２月，ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食；日本人の伝統的な食分化」は，特定の料理だ
けをさすものではなく，日本人が長い歴史の中で育ててきた日本の伝統的な食のあり様，すなわち食文化
全体をさしていることを知りました。また，講演の中で，農林水産省の Web で公開されている「和食ガ
イドブック」や，その内容をまとめた「和食が日本文化である理由」と題した動画を紹介していただき，
自分も講演後にじっくり視聴してみました。「和食」を単なる食のジャンルではなく，ひとつの文化とし
て見渡してみると，その魅力の奥深さに驚きを感じてしまいます。さらに，「味覚とおいしさの科学」か
ら，１）日本の行事食，２）季節を感じる料理 ～四季と二十四節気～，３）願いが込められた料理 ～縁
起をかつぐ～，４）おふくろの味，家庭料理，５）米へのこだわり，ごはんのおいしさ，６）だし食材と
UMAMI，７）伝統的な日本の発酵調味料，８）世界に誇る醸造技術 ～日本の酒造り～，９）日本茶の
独自性，１０）和食の基本「一汁三菜」と日本料理の献立，１１）日本の調理法の特徴，１２）世界の和食，に
ついて具体的な例をあげて紹介していただき，あっという間の９０分間でした。最後に紹介していただいた
「農山漁村の郷土料理百選」の中には，まだ味わったことのない料理がたくさんあったので，旅行や学会
で各地に行った際には食べてみたいと思います。

今回のセミナーを通して，「和食」について知るだけでなく，日本の独自性，日本のアイデンティティ
形成についても考えることができました。２０２０年には東京でオリンピックが開催されます。日本に来る外
国人をおもてなしするためにも，「和食」のすばらしさをもっと語れるようになりたいものです。教養の
ある歯科医師になれるよう，次回のリベラルアーツ・リレー講座にも是非参加してみたいと思います。
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講 師：木ノ本 喜史（大阪府開業）
日 時：４月２５日（土） １０：００ ～ １８：００

２６日（日） ９：００ ～ １６：００
場 所：東京歯科大学 水道橋校舎新館８F
受講料：１０万円（前年度同窓会費納入者）

１２万円
「臨床根管解剖」「根尖病変」の著者，今，話題の木ノ本先生をお呼びして，エ

ンド治療を直々に指導してもらえるセミナーを企画いたしました。根管解剖から髄
腔開拡，根管拡大・形成，洗浄，根管充填などの歯内療法の基本的な内容と Ni-Ti ファイルや拡大鏡な
どを使用した効率的な術式をお教えいたします。エンドを基本から学びたい方，臨床でお困りの方，エン
ド治療のレベルアップに繋がることをお約束いたします。奮って，ご参加下さい。

……………………………………………………………………………………………………………………………

ペリオセミナー 『ティッシュ・マネージメントのファーストステップ』
講 師：二階堂 雅彦（東京都開業）
日 時：７月５日（日） ９：３０ ～ １６：３０
場 所：東京歯科大学 水道橋校舎本館１３F
受講料：５万円（前年度同窓会費納入者）

６万円
本学臨床教授の二階堂先生からペリオ・補綴審美にも繋がるセミナーを提供しま

す。低侵襲の治療としてハード・ソフトの両面からティッシュ・マネージメントを
学び，実習を通してソケット・プリザベーション，結合組織移植による歯肉増大術
などの臨床テクニックの習得を目指します。一見アドバンスと思われがちですが，粘膜の基本的取り扱い
を学ぶことで外科処置のステップアップに役立ちます。歯周外科を積極的に取り組むために必要なテク
ニックを是非習得しませんか。

同窓会 HP から申込書をダウンロードの上，同窓会事務局へ FAX でお申し込み下さい

TDCアカデミア ２０１５ 臨床セミナー 紹介
エンドセミナー 『今こそ見直そう！ あなたの根管治療』
～根管治療の最新知識と基本技術の習得 ２日間コース～

臨床セミナー委員会
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平成２７年 武道始め開催
平成２７年１月７日，水道橋校舎新館１２階において，武道始めが行われました。
以前は，千葉校舎で行われていた武道始めですが，昨年より新校舎において行われています。
胴着を身に付けた学生達は，皆，引き締まった表情で，今年一年の躍進を祈願し，文武両道の
学生生活をスタートしました。

我々柔道部は，昨年の全国歯科
学生柔道大会柔道部門７３kg 以下
級におきまして，悲願の個人戦優

勝を果たしました。本年はさらな
る飛躍を目指し，部員を増やして
団体戦でも結果を出す所存です。

準会員のページ

柔 道 部 新年の抱負
主将 加藤栄助（４年）

左・加藤栄助（４年）
右・戸村拓真（４年）
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今年から弓道部主将を務めさせ
て頂く岡崎です。

一本目から己の全身全霊をささ
げ，悔いのない射が出来るよう努
力したいと思います。

更に，今年は全日本歯科学生総

合体育大会・弓道部門の主管を務
めます。

部員一丸となり，部長の矢島先
生を始め，師範，OB・OG の先
生方のお力をお借りして大会運営
に尽力したいと思います。

私たち少林寺拳法部の去年度の
成績は，デンタルでは１年生ペア
が審査員特別賞，医歯薬ブロック
大会では１年生ペアが３位という
結果でした。入門から半年も経っ
ていない状態でこの成績を残すの

は簡単なことではありません。
日々の修練，および夏合宿の成果
をよく発揮してくれたと思いま
す。来年度はこの結果に満足せ
ず，より良い成績を求めて修練に
励みたいと思います。

上級生の引退により男子が大会
の団体組手に出場できなくなった
ため，まずは新入部員を１人でも
多く増やしたいと思います。そし

て，大会の組手と形両方で１勝で
も多くあげられるように，稽古に
励んでいきたいと思います。

２０１４年は，デンタルで男子団体
が予選敗退，女子団体がデンタル
で準優勝でしたが，個人戦では結
果を残せなかったので，２０１５年は

男女ともに優勝，また個人でも上
へ上へと部員全員が一丸となって
狙っていきたいです。

空 手 道 部 新年の抱負
主将 松元秀樹（３年）

少林寺拳法部 新年の抱負
主将 相場一輝（３年）

剣 道 部 新年の抱負
主務 北村一磨（３年）

弓 道 部 新年の抱負
主将 岡﨑寛弥（３年）

松元秀樹（３年）

左・菊地 済（１年）
右・長門 慶（１年）

摂津昂斗（１年）

星 沙弥佳（１年）

準会員のページ
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近畿地域支部連合会

第６５回総会
平成２６年１１月２４日午後１時より

和歌山県和歌山市のホテルグラン
ヴィア和歌山にて第６５回東京歯科
大学同窓会近畿地域支部連合総会
が和歌山県支部主幹にて開催さ
れ，大阪府支部，兵庫県支部，滋
賀県支部，京都府支部，和歌山県
支部，ご来賓の先生４名で総勢６３
名の先生方にご出席をいただきま
した。

総会では，初めに矢﨑秀昭同窓
会長より同窓会の現状，取り組
み，今後の展望などのお話があ

り，引き続き井出吉信学長より大
学の現状，近況報告をお話しして
いただき，髙橋義一同窓会専務理
事からは同窓会のより詳しい内容
をお話ししていただきました。

その後，続いて行われた学術講
演会では講師に元和歌山県立医科
大学歯科口腔外科准教授，和田
健先生をお招きし「口腔がん患者
の機能温存治療とがんの予防につ
いて」と題しての講演をして頂き
ました。スライドで具体的な症例
を提示していただきながら，診査
診断，実際の治療法，統計データ

までとてもわかりやすく勉強させ
ていただきました。

懇親会では，来賓，各支部の先
生方が入り混じり，ざっくばらん
にお食事会話を楽しませて頂きま
した。またその中でマグロの解体
ショーも行われ，盛り上がるとと
もに新鮮なまぐろに舌鼓を打ち…
としているとあっという間に時間
は過ぎ去ってしまいました。

こういう会で世代を超えて色々
教えていただき，素晴らしい「東
歯らしさ」を再実感できた１日で
した。 （幹事 田中 久 記）

支部のう ご き
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九州地域支部連合会

総会報告
去る１１月８日（土）宮崎県宮崎市

のホテルマリックスにおいて九州
地域支部連合会総会が開催され
た。同窓会本部から，浮地文夫副
会長，髙橋義一専務理事，田部
和彦地区理事をお迎えした。当日
は推薦入試と重なったため，残念
ながら井出吉信学長のご臨席は叶
わなかった。

総会に先立って行われた連絡協
議会では，評議員定数問題，当番

県事務負担軽減案等が話し合われ
た。

総会では，物故会員へ黙祷を捧
げたあと，岩田連合会会長挨拶，
浮地副会長挨拶，髙橋専務理事か
ら会務報告があった。

丁度喉が乾いたところで懇親会
が開宴となり，宮崎名物の地鶏も
も炭火焼，チョウザメや伊勢海老
のお刺身，宮崎キャビア，宮崎牛
に舌鼓を打ちながら旧交を温め
合った。

場所を移しての２次会では，参
議院議員石井みどり先生の表敬訪
問を受け，益々盛り上がった。楽
しい時間はあっという間で，次期
開催県友利隆俊沖縄県支部長へバ
トンタッチし，沖縄での再会を約
束し結びとなった。

お忙しい中をご出席いただきま
した先生方に紙面をお借りし御礼
申し上げます。 （今井弘治 記）

支部のうごき
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神奈川県支部連合同窓会

平成２６年度評議員会・定時総会・
研修会・懇親会開催

１２月７日（日）午後２時よりロー
ズホテル横浜において平成２６年度
評議員会・定時総会・研修会なら
びに懇親会が開催された。

評議員会冒頭，杉山紀子会長が
「今回総会を廃止するため，会則
から『総会』という文言をすべて
削除するための議案を上程させて
いただいた。よろしくご審議いた
だきたい」と挨拶された。

ついで佐藤秀夫評議員会会長が
議長として登壇され，各種報告の
なかで，今年度逝去された会員の
ご冥福を祈り全員で黙祷を捧げ
た。

議事では，「総会に係る会則改
正の承認を求める件」に対して会
場から，総会廃止に伴う一般会員
の評議員会傍聴の件について会員
の発言の場を求める声が多くあっ
た。また今後最高の議決機関とな
る評議員会の成立要件について，
慎重な検討を求める要望も出され
た。議事は慎重審議の上すべて可

決承認された。
定時総会は，杉山会長の「これ

が最後の総会になるであろうが総
会を廃止することによって本会の
執行に支障が生じないようにす
る。また島村 大参議院議員に対
して同窓だからこそできる支援を
引き続き行う」との挨拶で始ま
り，ご来賓の本部同窓会浮地文夫
副会長，水野嘉夫理事長，そして
大山萬夫東京歯科大学同窓会島村
大後援会会長からそれぞれご挨拶
いただいた。

次いで各担当常務理事より諸報
告が行われ，すべての議案は採決
の結果賛成多数で可決承認され，
本会最後の総会は滞りなく終了し
た。

続いての研修会は千葉県歯科医
師連盟会長砂川 稔先生をお招き
し，「歯科が日本を救う～歯いず
る国，日本～を目指して」という
題でご講演いただいた。先生は国
政の場で大活躍する島村 大参議
院議員の様子を生々しく語られ，
「２０１８年に行われる医療，介護，

医療計画の３者同時改訂こそ将来
の歯科医療制度の方向性を決する
絶好のチャンスである」と述べら
れた。

研修会終了後，金子 譲前理事
長を始め多数のご来賓をお招き
し，盛大に懇親会が開催された。
山下正雄相談役の「皆さんも是非
米寿までは長生きしていただきた
い」と出席者を激励され，声高ら
かなる乾杯のご発声で開宴した。
宴途中で敬老祝賀会員への記念品
贈呈が行われ，米寿を迎えられた
渋谷利雄先生から，かつて海軍の
特攻隊員として戦闘機に搭乗して
いたころの懐かしい思い出話を伺
うことができた。また昨秋瑞宝双
光章の叙勲の栄に浴した中村佳晃
先生は，皇居での親授式の際，間
近に天皇陛下に接せられた感激を
目を輝かせて語られた。和気藹々
のなか時は過ぎ，西山 潔会計担
当常務理事のタクトで校歌を斉唱
し閉会した。

（広報 渡邊宇一 記）
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茨 城 県 支 部

平成２６年度
総会・学術講演会・懇親会

平成２６年１２月６日（土）午後１時
より水戸京成ホテルにおいて，同
窓２４名の出席を得て開催されまし
た。髙野一夫幹事長の司会のも
と，逝去会員２名（泉川 勇先生，
金川一郎先生）に黙祷を捧げ，小鹿
典雄支部長の挨拶の後，本年秋に
瑞宝双光章を叙勲された久保木
康輔先生を顕彰しました。

続いて大学来賓として井出吉信
学長から大学現況報告がなされ，
水道橋校舎本館，新館，さいかち
坂校舎における学生の現況報告
と，水道橋病院，市川総合病院，
千葉病院の各病院の運営収支状
況，ならびに本館に隣接して着工
が始まった二期計画工事のご説明
をいただき，さらに平成２７年度本
校入試の概要及び平成２６年度国家
試験の結果発表のご報告を受けま
した。

次に同窓会来賓として宮地建夫

副会長から本部会務報告がなさ
れ，現在の同窓会の最重要課題で
もある，若手支援同窓会対策とし
て，本学学生が属する「準会員」
との学内セミナーの開催，卒後５
年以下を対象とした「新進会員」
との連携・構築された「若手支援
ネットワーク」の活動状況，また
既存の同期会開催支援や，本部－
支部との IT 情報伝達の確立状況
についてご報告を受けました。

さらに来る平成２７年１１月２９日
（日），本学同窓会１２０周年記念式
典ならびに記念講演会の開催につ
いてのご案内を受けました。

総会では小野寺宣夫副議長のも
と，会務報告等その後議事に移
り，平成２５年度決算，平成２７年度
事業計画案，平成２７年度予算案，
平成２６年度関ブロ中間決算のそれ
ぞれ案件の承認を受け，最後に次
期執行部の役員改選の承認を求め
る議案が提出され，大野勝己副支
部長が平成２７年１月より次期支部

長へと推挙され，満場一致で可決
承認されました。

コーヒーブレイクの後，学術講
演会では，同窓会副会長の宮地
建夫先生自ら「欠損補綴の私の見
方」と題して，多くの補綴臨床の
ご経験を基に貴重なご講演をいた
だき，講演途中には，本県笠間市
出身で北海道大学歯学部をご卒業
され，その後本学臨床研修医を修
了し，現在，同窓会本部の症例検
討会にも属されている綱川周平先
生がケースプレゼンターとして症
例を発表され，その症例を基に将
来起こりえる補綴学的予測等をわ
かりやすく解説していただきまし
た。

記念撮影の後は懇親会となり，
顕彰を受けられた久保木先生に乾
杯のご発声いただき，美味しい御
馳走と少々お酒も入り，終始和や
かな雰囲気で交流を楽しみ，校歌
を斉唱してお開きとなりました。

（田澤重伸 記）
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栃 木 県 支 部

平成２６年度 総会の報告
平成２６年１２月７日（日）に宇都宮

市のホテルニューイタヤにて大学
本部より井出吉信学長，同窓会本
部より小池 修常任理事を来賓に
お迎えし，平成２６年度東京歯科大
学栃木県支部定時総会が開催され
ました。

総会は湯澤邦裕常任幹事の司会
進行のもと，簗瀬 真副支部長の
開会の言葉で開会しました。逝去
会員への黙祷の後，菊地善郎支部
長より栃木県支部の現況報告と挨
拶をいただきました。その後来賓
として東京歯科大学同窓会常任理
事小池 修先生より「同窓会の現
状」東京歯科大学学長井出吉信先
生より「大学の状況」についてご
報告とご挨拶を頂戴いたしまし

た。小滝正人先生の議長にて，議
事も順調に進み，閉会となりまし
た。

記念講演では三森 修常任幹事
司会のもと，『私の東歯時代』と
いう演題にて牟田紀一先生（昭３９
卒），矢島俊助先生（昭５５卒），牟田
具城先生（平４卒）の３名の先生
よりお話しを頂きました。

続いて部屋を移し，懇親会が行
われました。簗瀬 昇常任幹事の
司会で，来賓の栃木県歯科医師会

会長の柴田 勝先生よりご祝辞を
いただきました。落合雅雄先生の
乾杯の音頭で宴は始まりました。
今回の懇親会には，栃木県支部に
は入会していないものの県内に勤
務している同窓の若き４名の先生
にも参加していただき，和やかな
雰囲気の中，交流を深めることが
できました。最後に恒例の平成ゴ
スペロール隊先導による東京歯科
大学校歌斉唱にて終了となりまし
た。 （鈴木恵実 記）
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千 葉 県 支 部

学術講演会・定時総会開催
平成２６年１２月７日（日）千葉京成

ホテルミラマーレにおいて，同窓
約７０名の参加のもと学術講演会・
定時総会および懇親会が開催され
ました。

総会に先立ち行われた学術講演
会では，大学より歯科社会保障学
教授上條英之先生をお迎えして
「社会保障制度改革と歯科医療
サービスの展望」と題しての講演
をいただきました。

続いて同じく大学より有床義歯
補綴学講座助教 古池崇志先生に
よる「穴あきデンチャーから広が
る私の臨床」と題しての講演をい
ただきました。新しいアタッチメ
ントシステムによる訪問診療のお
話をいただきました。

今回は盛り沢山な講演会でデジ
タルプロセス㈱藤原稔久様による
「最近のデジタル技術の動向－最
新デジタルデンティストリ CAD/
CAM 冠」のお話をいただき，日
産自動車の技術力・研究力を基盤

とした CAD/CAM システム。こ
の最初の発想者は故石川達也学長
であったことなどのお話をいただ
きました。

総会は，北浦利明副支部長によ
る開会，高原正明支部長からの会
務運営にご理解とご協力をいただ
いたことに対する御礼を含めたご
挨拶がありました。次いで同窓会
長矢﨑秀明先生より同窓会の現況
をふまえたご挨拶をいただきまし
た。続いて大学よりおいでいただ
いた佐藤 亨学生部長からは女子
学生の増加，並びに個人情報保護
の難しさなどのお話があり，私た
ち千葉県支部にとって一番興味深
い千葉病院と衛生士学校の『今

後』についての構想の説明があり
ました。

その後，議長・副議長の選出。
スムーズな進行のもと例年と同様
につつがなく議事進行いたしまし
た。今年度は逝去会員７名，新入
会員１０名。総会会員数４２７名の同
窓会となりました。

総会終了後の懇親会は片倉 朗
市川総合病院歯科・口腔外科部長
にも参加いただきました。毎年参
加いただいている白須賀貴樹衆議
院議員は衆院選挙中のためご出席
いただけませんでしたが，穏やか
な雰囲気の中，一同おおいに盛り
上がりました。 （野田彰久 記）

支部のうごき

36



横浜中央支部

平成２６年度 総会・忘年会
平成２６年１１月２９日ホテルイン

ターコンチネンタルヨコハマグラ
ンドで平成２６年度総会・忘年会を
開催しました。

池田嘉徳専務理事の司会進行で
安川 浩副支部長の開会の辞，
今村雅郎支部長挨拶に続き，来賓
の高橋 庸神奈川県連合同窓会副
会長に挨拶をいただきました。

その後，総会へと移行し，議長
に選出された石川隆司先生の進行

で，会務報告，会員現況報告，敬
老祝賀報告が池田嘉徳専務理事よ
り，会計現況報告が成瀬隆弘会計
担当理事からあり，議事の平成２５
年度決算，平成２７年度予算も満場
一致で承認され総会は速やかに終
了し，お待ちかねの忘年会となり
ました。

横浜市歯科医師会歯科医師連盟
の会より駆けつけた森田稔彦先生
より挨拶および乾杯のご発声をい
ただき，宴会が始まりました。横

浜港の夜景を眼下に眺めながら，
美味しい料理，お酒を味わいなが
ら，終始和やかに相互に交流を深
めました。あっという間の２時間
が過ぎ，山田勝久副支部長の閉会
の辞，集合写真の撮影の後，散会
となり，クリスマスイルミネー
ションの美しいみなとみらいの街
を楽しみながら帰路へとつきまし
た。 （皆川雅彦 記）
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横浜鶴見支部

鶴見東歯会忘年会開催
１２月１３日（土）午後７時より，鶴

見の中華レストラン「クーリン」
において１１名参加のもと鶴見東歯
会忘年会が開催された。

１０年ぶりに会場を変更したこの
お店は４０年を越える老舗にもかか
わらず店内はモダンな雰囲気。

開会に先立ち，去る１１月７日に
ご逝去された鈴木 裕先生のご冥
福を祈り全員で黙祷を捧げた。

まず佐藤秀夫会長が挨拶し，
香山欣哉先生のにこやかな笑顔で
乾杯の発声で忘年会が始まった。

前菜の「クラゲのサラダ」は
シャキシャキの瑞々しい野菜とク
ラゲのコリコリした食感がベスト
マッチ。炒め物は「海老と新鮮野
菜の炒め」プリプリした海老と６
種類ものたっぷり野菜が絶妙のと
ろみと塩加減の餡に絡まり，紹興
酒を注文。揚げ物の「油淋鶏」は

カラッと揚がった骨付き鶏に甘い
酢醤油のタレがかかった料理。か
ぶり付きながらお酒も進んだ。お
次はお店一番のオススメ「フカヒ
レの茶椀蒸し」スプーンを入れる
と中からたっぷりのフカヒレが顔
を覗かせる高級茶碗蒸し。暫し無
言で啜る。シェフからのサービス
「牡蠣のオイスターソース炒め」
は大きな牡蠣はとてもクリミーで
オイスターソースがさらに牡蠣の
味わいを深める逸品。紹興酒をさ
らに追加し，〆は「中華そば」や
さしい塩加減が最高で大満足。

毎年恒例の会員近況報告も行わ
れ，拍手とともにテーブルを一順
した。

宴もたけなわであったが，吉田
礎久先生の閉会の辞を以ってお開
きとなった。 （宇佐美貴弘 記）
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横浜南部支部

学術研修会開催
今期より当支部初めての事業と

して学術研修会を行うことになっ
た。第１回は平成２７年６月７日，
講師は八ッ橋孝彰会員で，演題は
「エンドについて教えてもらお
う」であった。この会が大変好評
だったため，続く第２回を，１１月
８日（土）１８時３０分より，前回同様
田中五郎会員自宅の研修室におい
て行った。講師は再び八ッ橋会員

で「エンドについて教えてもらお
う PartⅡ」として，NiTi ファイ
ルの使用上の細かいポイントなど
をお話しいただいた。講演のあ

と，参加者全 員 が 実 際 に NiTi
ファイルを用いて透明根管模型に
対して根管形成を行い，その使い
心地を体験した。

平成２６年度総会・懇親会開催
平成２６年１２月１３日（土）１８時より

横浜市金沢区能見台のレストラン
「山水」において平成２６年度定時
総会ならびに忘年会が開催され
た。

総会は浅川 仁専務理事の司会
で開会され，鈴木信治支部長の挨
拶のあと，ご来賓の鶴岡裕亮神奈
川県支部連合同窓会副会長より連
合同窓会の現況，島村 大後援会
等の報告を兼ねたご挨拶をいただ
いた。ついで玉井達人相談役（現
本部同窓会副会長）より本部報告
がなされた。

引き続き会員現況報告ならびに
会務報告を浅川専務理事が，会計
現況報告を甲田正治会計担当理事
が行った。

議案に移り，平成２６年度各種報
告が滞りなく満場一致で可決承認
された。引き続き協議事項として
「会費免除の年齢について」が検
討されたが，次期も引き続き検討
することになった。

ここで，八ッ橋康平会員の突然

の訃報がご子息の孝彰会員よりも
たらされ，一同で故人のご冥福を
お祈りした。

総会後，当支部恒例のミニ講演
会が行われた。今回は浜野文夫相
談役の「三浦半島を一周する旅」
という題でお話しいただいた。
浜野先生は歴史的に見た三浦に残
る古道や，半島南端の城ヶ島に聳
立する北原白秋の歌碑などを紹介
された。そして軍港の町として栄
えた横須賀の「小松」や三浦の「豊

魚」，葉山の「日影茶屋」などを
紹介された。

懇親会は山下正雄相談役によ
り，急逝された八ッ橋会員への献
杯で開始された。レストラン自慢
の料理を堪能しながらそれぞれ懇
親を深めたところでちょうど時間
となり，山下 誠副支部長の閉会
の辞でお開きとなった。

（広報 渡邊宇一 記）
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横浜西部支部

秋の一泊総会
平成２６年１１月１９日から２０日にか

けて恒例の秋の一泊総会が，熱海
「花の館染井」にて，泉区，栄区
の当番で行われた。今回は１１人の
参加があった。

総会は，相庭常人君の司会によ
り行われた。まず，佐藤信之支部
長より開会のあいさつが，その
後，辻村育郎君より会員現況報
告，会務報告がなされ，水口浩司
君より会計現況報告がなされた。

さらに杉山紀子連合同窓会会長よ
り同窓会の報告がなされた。

総会の後，前本学法歯学講座主
任教授であり，現東海大学医学部
医学研究科客員教授の水口 清名
誉教授のご厚意により「個人識別
の事例から」という題目で講演が
行われた。

講演の後，宴会場にて懇親会が
開かれた。終始和やかな雰囲気で
親睦を深めあい，宴もたけなわで
はあったが菅原政道君の閉会の辞

によってお開きとなった。
（渡瀬秀彦 記）
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川 崎 支 部

平成２６年度川崎水橋会
総会・講演会開催

平成２６年１２月６日（土），川崎水
橋会総会・講演会が「料亭－牡
丹」にて開催された。

冒頭に古賀会長による水橋会今
期１年の締め括りの丁寧な挨拶が
あり，平尾専務の司会進行のも
と，フロアーから乕田先生が議長
に選出された。名議長により以
下，報告・議案は無事に承認さ
れ，来年度に希望を持ち水橋会の
発展に会員一同協力を惜しまず努
力すべく思いを一丸とした。
１．報 告

⑴ 平成２６年度会務報告
⑵ 平成２６年度会計現況報告
⑶ 本部同窓会報告

⑷ 連合同窓会報告
２．議 案

⑴ 平成２５年度決算について
（監査報告）

⑵ 平成２７年度事業計画（案）
について

⑶ 平成２７年度予算（案）につ
いて

今年度の講演会は「東京歯科大
学の学生教育」と題して，補綴学
教授 佐藤 亨先生をお招きし，
学生部長の立場で大学の近況や歯
科医師国家試験合格率 Top を維
持している秘訣などを中心に，学
生達が真剣に国家試験に臨む姿を
ビデオや写真などを交えて披露し
ていただき，会員一同驚きやら感

心やら，昔とは厚生労働省の対応
を含めた環境・状況の様変わりに
腰を抜かした様であった。東京歯
科大学が現在の成績を残している
大学側の姿勢・教授をはじめとし
た教育陣・さらには学生達の一致
団結した本学特有のスタイルを，
改めて認識したすばらしい講演で
あった。ご子息が本学に在学中の
先生もいらっしゃり，身を乗り出
して清聴している姿が印象的で
あった。佐藤教授，本当にありが
とうございました。その後，席を
替え忘年会が開催され，ほとんど
の会員が二次会にも参加したよう
で，充実した年末の一日であっ
た。 （鈴木幸一 記）
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神奈川相北支部

平成２６年度総会
平成２６年１１月８日（土），小田急

ホテル相模大野にて相北支部総会
が開催された。今回は講演会の講
師として，相北支部会員の細田
幸彦先生にお願いしました。

総会は，田中恭三副支部長の挨
拶に始まり，議長には髙橋捷治先
生が選出された。

その後庶務報告が菅谷公一理事
より，会計報告が小島正裕理事よ

り，監査報告が小原重孝理事より
なされ，賛成多数で承認された。

来賓挨拶では，杉山紀子神奈川
県支部連合同窓会会長から本部な
らびに連合における今年の出来事
などの話があった。

講演会は“老後を楽しく生きる
ために”と題して，細田講師より
鳩レースのために朝早く起きて鳩
の世話をしていることや，海外旅
行や山登りが好きでもう何回もさ

れていてモンゴルでのトイレのし
かたなどのおもしろい話も聞き，
とても老後の生き方の参考になり
ました。

懇親会は元支部長の渋谷利雄先
生の乾杯で始まり，例年のごとく
全員からスピーチをもらい，おい
しい食事とお酒を満喫して楽しい
ひとときを過ごしました。

（渋谷浩一 記）

支部のうごき
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山 梨 県 支 部

平成２６年１２月１３日（土），甲府市
内古名屋ホテルにて，東京歯科大
学同窓会山梨県支部平成２６年度定
時総会が開催されました。３２名の
会員が出席し，井出吉信学長，
矢﨑秀昭同窓会会長，記念講演講
師として本学平成元年卒の川崎市
歯科医師会常務理事 川越元久先
生をお迎えしました。

総会は，末木 稔副支部長の開
会の辞に始まり，三木正夫支部長
の挨拶の後，矢﨑会長より同窓会
の現状について，井出学長より大
学の現状について報告がありまし

た。議事は長久保文夫議長のもと
慎重かつ迅速に行なわれ，閉会の
辞が金山 昇副支部長より述べら
れました。

その後，川越先生より「子ども
虐待と歯科との関わり～虐待を見
逃さないための視点～」という内

容で記念講演がありました。
会場を移動し金山公彦先生の発

声で乾杯し，ビール，甲州ワイン
を飲みながら懇親会が和やかな状
態で進み，恒例のビンゴゲームな
ど楽しく行なわれました。

（矢崎 篤 記）

支部のうごき
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京 橋 支 部

総会
平成２６年１２月１２日（金）水京会総

会・忘年会が東京駅八重洲口の大
丸東京 THE TOKYO PHOENIX
by HOUMEISHUN で行われまし
た。

最近のここ数年，総会は，現京
橋歯科医師会理事の寺田香織先生
のご紹介により銀座５丁目 泰明
小学校横の老舗中華料理店「鳳鳴
春本店」で行われておりました。
大きな円卓のある古き良き銀座の
佇まいのあるお店でしたが，昨今
の銀座地区は，５年後の東京オリ
ンピックに向けての再開発ラッ
シュとなっており，鳳鳴春本店も
ビルの建て替え工事をするとのこ
とで一時閉店となりました。よっ
て，今年は数年前に新装した東京
駅八重洲口の大丸東京店の１２階に
ある支店（上記）を紹介していた
だきました。

こちらのお店は，高層ビルの１２
階にある最新式のレストラン街の
中に位置し，大変ハイセンスで上
品なお店でした。

午後６時半より，１４名の参加者
にて，総会が行われました。

総務 池田弥和先生の司会のも
と，２年目となる吉田浩一支部長
の挨拶に始まり，２６年会務報告，
２７年事業計画と議事進行しまし
た。

昨年１０月当会の大山萬夫先生が
東京都歯科医師会より，多年にわ
たる歯科保健事業に携わり，地域
における公衆衛生の向上に尽力さ
れた功績により，東京都歯科医師
会会長彰を受賞されたことを受
け，当支部からもお祝いを贈呈さ
せていただきました。

７時からは参加人数も増え２０名
にて忘年会に移行しました。

未入会卒業生の増加，会員の減

少と共に年々寂しくなる傾向の忘
年会でしたが，今年は多くの先生
にご参加いただき，盛況で和やか
な懇親会となりました。

お料理は，程よい味付・盛り付
けのコース料理で，大きなフカヒ
レの姿煮が参加者の話題となって
おりました。お酒もすすみ，年末
にふさわしい和気あいあいとした
雰囲気でした。最後に全員で記念
撮影をし，終了となりました。

（五百住守彦 記）
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三 重 県 支 部

総会
平成２７年１月２５日（日）松阪産

業振興センターにおいて，三重県
支部総会が開催されました。

来賓として同窓会本部より同窓
会副会長の浮地文夫先生，母校か
らは千葉病院の病院教授の森永
一喜先生をお招きしました。

総会は小林 寿副支部長の司会
で始まり，加藤誠康支部長の挨拶，
そして同窓会副会長の浮地文夫先
生により同窓会の現状，特に若い
先生の同窓会未加入問題，創立１２０
周年記念事業などについて説明を
していただきました。若い先生の
同窓会未加入問題は深刻で，本部
のご苦労がよく理解できました。
三重県においても新入会員は１０年
間に３～４人といった具合で，
年々会員が減少しており，少しで
も会員を増やす努力が必要である
と痛切に感じております。

その後，武藤元支部長による議

事進行のもと昨年の事業報告，会
計報告が行われ，さらに今年の事
業，予算の承認が全会一致で可決
されました。又，今年は東海地域
支部連合会の主催県に当たってお
り会員への出席要請がなされまし
た。

記念撮影，休憩の後，森永一喜
先生に「千葉病院における歯内療
法紹介患者の処置・対応」と題し
て講演をしていただきました。は
じめに病院の水道橋移転後，あま
り話題に上らない千葉病院の現状
のお話をされました。患者数は増
加傾向で喜ばしいのですが，移転
に伴う人員不足で大変だそうで
す。

そして千葉病院に紹介されてく
る歯内療法の難症例のお話に移り
ました。難症例の原因として１）
感染 ２）根管拡大のやり過ぎ
３）歯根の破折 ４）歯内吸収
５）根管の複雑性 ６）根管の見

落とし ７）穿孔 などが挙げら
れるそうです。

火炎をくぐらせない綿栓，火炎
をくぐらせた綿栓，ペーパーポイ
ントでそれぞれどれくらい微生物
が残っているか（感染源になりう
るか）のお話は，特に興味が惹か
れ歯内療法におけるできる限りの
無菌操作の大切さが理解できまし
た。又特に感染根管においては，
とかく根尖を大きく拡大しがちに
なるので，注意が必要なことも分
かりやすくお話ししていただきま
した。

講演終了後，場所を「和田金」
に移して懇親会に入りました。地
元の人間でもめったに行けない松
阪肉専門の老舗に３０名が集まり，
楠崎先生の乾杯の音頭で宴会が始
まり，世代を超えて和気あいあい
と楽しいひと時を過ごすことがで
きました。 （宮﨑弘隆 記）

支部のうごき
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愛 知 県 支 部

平成２６年度 総会
平成２６年１１月３０日（日）名鉄グラ

ンドホテルに於いて，平成２６年度
東京歯科大学愛知県同窓会総会，
懇親会が本学副学長の一戸達也先
生，本部同窓会常任理事の蛯谷
剛文先生にご臨席いただき，４５名
の会員が集い開催された。

橋本雅範専務の司会進行のも
と，杉浦正人副会長の開会の辞に
続き成瀬 健会長は以下のような
挨拶をされた。「現在，愛知県同
窓会の会員数は１８４名であるが，
平成１５年当時には２３４名の会員数
であったので，この１０年余りの間
に５０名ほど減少したことになる。
会員の減少は本部でも喫緊の課題
であるが，愛知県支部においても
若い先生方にとって魅力ある事業
を企画し積極的に入会のきっかけ
にしていきたい。次に東京歯科大
学同窓会の前身となる『高山歯科

医学院院友会』が１８９５年に発足し
て以来，来年で１２０周年となり１１
月２９日（日）に記念行事があるので
出席をお願いしたい。また，来年
の６月に参議院議員の島村 大先
生をお招きして，政治連盟講演会
を開催するのでご参加頂きたい。
以上のような事業を通じて同窓会
がさらに活性化し，今後，地域に
帰って来るであろう優秀な後輩を
受け入れる受け皿となるよう活動
をしていきたい」と述べられた。

続いて，今年度ご逝去された９
名の会員，３名の会員家族への黙
祷が捧げられた後，副学長の一戸
達也先生より，大学の近況，愛知
県同窓会の子弟の状況，水道橋本
館に隣接する西館の建設，新法人
の体制，講座の再編成，平成２７年
入学試験の概要等について等を具
体的に分かり易く説明を戴いた。
本部同窓会蛯谷剛文常任理事から

は，評議員会報告，一般会務報
告，新しい同窓会へのアプロー
チ，大学との連携，１２０周年記念
行事の案内と１２０周年を機に新た
な同窓会事業を見直した『TDC
アカデミア構想』についての説明
があった。

続いて牧野健司先生（昭和４３年
卒）の議長のもと，平成２６年度収
支現計報告を始め各部から報告が
なされた。議事では平成２５年度収
支決算，母校西館建設への寄付の
件等，上程された議案がすべて承
認された。また，表彰では平成２６
年春の叙勲を受けられた３名（文

支部のうごき
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末参照）の先生方への顕彰がおこ
なわれ，記念品が贈呈された。

その後の記念講演会では，「敷
地への安全性を確保する『津波』
『液状化』『集中豪雨』への備え」
という演題にて，㈱日建設計シビ
ル代表取締役社長である浅見秀樹
氏に講演をして戴いた。日建設計
は東京ドーム，スカイツリー等多
くの設計を手がけた日本最大の建
築設計の会社であり，浅見氏は
山口堅三常任理事の高校の同級生
で，稲毛の千葉病院近くに住まわ
れていた頃に東歯野球部のコーチ
をしたことがあり，さらに日建設
計は日本一古い歯科大学の本校と
同様，日本一古い設計事務所であ
り，一時期水道橋病院の上に間借
りしていた等，偶然にも多くのご

縁があった。講演では地震のメカ
ニズムから東日本大震災の被害状
況，南海トラフ大震災が起きた時
の被災状況，備え等，大変分かり
易くタイムリーな講演であった。

最後に毎回会員が楽しみにして
いる懇親会が同会場にて行われ，
ご来賓として愛知県歯科医師会副
会長の内堀典保先生にご挨拶を戴
き，出席者のうち最高齢である
橋本京一先生（昭和１９年９月卒）
の９１歳と思えぬ若々しい乾杯！で
始まり，和気藹々とした会が催さ
れた。宴席では鈴木祥夫常任理事
のお嬢様である鈴木奈津子様（バ
イオリン），奥様の鈴木令子様（ピ
アノ）によるミニコンサートが行
なわれ，清々しい気分になった会
場は大いに盛り上がり，最後に恒

例の校歌斉唱を小関健司理事の指
揮の下，１０名の平成卒の若手会員
が壇上に上がり，熱唱し終わりを
迎えた。この若手の先生方の盛り
上がりを見ると，血脇イズムが一
段と浸透し，ベテランの先生方と
若い先生方が力を合わせ，集結す
る同窓会の息吹を感じさせる会と
なったのではないだろうか。

愛知県同窓会 叙勲褒章受章者
平成２６年 春の叙勲
【瑞宝双光章】

岡田修二 先生 昭和２２年卒
【瑞宝双光章】

林 晉 先生 昭和２５年卒
【瑞宝双光章】

⻆倉 功 先生 昭和２６年卒
（長谷部雅志 記）

各支部・各クラブ同窓会員へ原稿依頼のお願い！

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念事業として平成２７年６月，１０月に記念特集号を通常の
会報誌に加え１２０周年関連の記事を掲載予定です。

また平成２８年には記念誌を発刊予定です。依頼内容として各支部，各クラブの発展における
歴史的なことなど各時代での色々なエピソード等，もし高山先生，血脇先生にまつわることや
お二人の先生に関わった先生方のエピソードがあれば幸いです。

当時の写真等を添えご投稿をお願いしたいと思います。
よろしくお願いいたします。

文 字 数 ８００字程度
写真枚数 ２～３枚程度
締め切り ６月号 ５月１０日

１０月号 ９月１０日
記念誌 ９月１０日

広報委員会委員長 臼田 準

支部のうごき
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い と し 会 昭和２４年卒

平成２６年１０月２７日，夜来の雨も
やみ，曇から次第に晴，暖かい日
になった。高齢者の集いには天候
が気になる。水道橋駅を出た所で
杉浦君と一緒になった。「結核予
防協会のビルがあったね」と言わ
れた。我々が在学時代の面影のあ
るのは東洋商業（現高校）のビル
と水道橋駅のガード位，研数学館
のビルもない。

今年の総会は新校舎見学の希望
もあり，大学近くの「庭のホテル
東京」に決めていた。１１時３０分会
員１２名家族１名定刻通り出席，先
ずは来賓としてお迎えした井出学
長に「大学の現状と未来につい
て」お話しを頂いた。御多忙の中

出席頂いた先生に愛用のカメラま
で借用させて頂きましたこと御礼
申し上げたい。総会は１年間の物
故者５名への黙祷，会務報告，
熱田理事の挨拶と続き，お酒の飲
めない北海道，遠藤君の乾杯で始
まり，１時間半悲喜交々，談論風
発の宴会，卒後実に６５年の思いが
そこにあった。最後に幹事の愚痴
と来年への願いをきいて頂き，全

員の写真撮影をして散会。希望者
は徒歩で新校舎に移動し大学教務
課の渡辺さんの案内で見学させて
頂いた。月曜故授業中の教室もあ
り学生時代を思い起こすことも出
来た。当日，理事会のため学長と
熱田君は途中退席し写真に不参加
になってしまい残念だった。

（齋藤 久 記）

クラス会だより
クラス会開催日程

１２ 期 会（昭和３９年卒） と き 平成２７年１１月２７日（金）～２９日（日）
ところ お台場

ホテルグランパシフィック LE DAIBA

上段左より 鈴木（和），杉本，鈴木（義），遠藤，齋藤，齋藤夫人
下段左より 神山（五），和田，杉浦，小山田，山田（英）（敬称略）
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五 十 鈴 会 昭和２５年卒

先日 同窓会名簿 平成２６年版
が送られてきました。早速に昭和
２５年卒のページを見てみると，か
つては２２９名の威容？を誇った五
十鈴会も，生き残り５８名，掲載も
７ページから２ページになってし
まいました。戦後の兵役経験者が
多く，現在９０歳を過ぎた会員もい
る年齢構成に大きな差があるクラ
スで，学生時代は年上に学び，年
長者は若さに溶け込む楽しいクラ
スでした。その関係は今も続き，
今年も，今まで，絶えることない
会なので，是非という言葉に押さ
れて昨年１１月に開会しました。心
配していた出席者も１３名，奥方４
名の１７名の楽しい，賑やかな会に
なりました。奥様方は名実とも
に，五十鈴会と会員の心と体を支
えて下さる大切な一員になられて
おられます。

まず，出席者は左から 斎藤，
村上，金子，高原，木村，佐藤，
小倉，伊藤，望月，大山，大山夫
人，早川夫人，森山ご夫妻，早川，
白須賀，小倉夫人。（写真１）

会の様子を紹介をすると，（写
真２）奥方に頼り切りの森山，「今
日は，ゆっくり，気楽に会話を楽
しみながら飲めるこの会なので，
一番楽しい」，冬はタイのチェン
マイで過ごすとか，：白須賀（俺
も一緒に??）（さあ??）話は弾む。

（写真３）佐藤康彦 両手に花
でご満悦，新潟県新発田市 郷土
研究会会長で，野口英世を世に出

した石塚三郎の研究を発表，東歯
からも元学長，理事長多数参加，
次回五十鈴会で話ししてくれると
のこと。

（写真４）会員から送られてき
た消息に目を通し，語り合う小倉
夫人，早川夫人，親密な奥様同士
の交流も，五十鈴会を支えている。

（写真５）大きい鯛を釣り上げ
る，元気な木村（体操，歩くこと，
体を動かす，そして仕事，若い者
に負けない気力が大事とのこと）
今年の年賀状より。

以上，出席会員の当日の様子を
記しました。今年は，同窓会創立
１２０周年記念事業もあり同じ時期
に五十鈴会を開催する予定です。
是非，元気なお顔を見せてくださ
いますように。

会員の消息，近況などの詳細
は，現在編集中の「誌上五十鈴会」
をお待ちください。

（連絡幹事 斎藤季夫 記）

（写真２） （写真３）

（写真４） （写真５）

（写真１）

クラス会だより
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! 驥 会 昭和３０年卒

!驥会の皆さんへ
!驥会は，平成２１年４月１２日に

開催して以後，老齢化を理由に正
式には開催しないこととした。そ
れから既に６年弱が経過した。最
近，足代弘文君と電話で話した
時，正式ではなくとも出席を希望
する会員が集って!驥会を開催し
たらどうかとの提案があった。何
かご意見があったらご連絡下さ
い。

昨年７月に同期生の元学長石川
達也君のお通夜のとき足代弘文
君，近藤安司君，松本圭司君の３
人と会ったが，こんなときにしか
同期生と会わなくなったのかと思
うとき，寂しさを感じた。

最後の!驥会のとき各クラスの
世話人は，全員で７名であった。
しかし，その後椎名統次君，松村
久夫君，佐藤忠男君が亡くなり，
今は４名になってしまった。昨年
暮に発刊された東京歯科大学同窓
会会員名簿によれば，我々大学卒
の先輩である一期生と二期生の先
生方は，既に半数以上が亡くなら
れている。これに対し!驥会の会
員は，卒業当時９８名であるが，現
在でも名簿によれば，生存者数５４
名，亡くなられた会員は４４名で，
生存者の方が多い。ところが名簿
発刊後，１１月に田中陽一郎君，１２
月に青柳 信君，佐藤忠男君の３
名が亡くなられた。それでも生存
者数５１名で，亡くなられた会員数
よりも多い。

今回，!驥会の記事を会報に掲
載するに当って数名の同期生に電
話したところ現在でも現役として
活躍している人，既に閉院したが
悠々自適の生活を楽しんでいる
人，一方，少々体調を崩し静養し
ている人など様々であった。

我々は，昭和２３年春に東京歯科
大学予科に入学し，市川の校舎に
通ったが，当時は予科を修了した
だけで，中学の教員の免許を取得
することができ，この道を歩んだ
同僚もいる。また俳優座に入団
し，有名になった同僚もいる。
我々の時代４００ｍのトラックをも
つ運動場の土地には，現在，市川
総合病院が建設され，私は，高血
圧と糖尿病でお世話になってい
る。

現在大学は，我々の予科時代に
当る教養課目の約２年の教育を，
水道橋病院の前の坂を登っていっ
た。お茶の水駅に近い，さいかち

坂校舎で行っているようだ。かつ
ての千葉稲毛の校舎は，病院のみ
が残り診療を行っているという。
歯科の専門教育は，神保町寄りに
建てられた新校舎で行われ，診療
実習は，水道橋駅に近接する元の
大学のところに建設された校舎内
の病院で行われているようだ。そ
して更に我々がよく食事に通って
いたトミー食堂の横に西棟が数年
後に建設され，すべてが完成する
という。

私事ですが，大学を退職して１７
年になりますが，千葉で日本小児
歯科研究会を年４回，東京で町田
塾を年２回開催し，全国各地から
開業医の先生が参加しています。
また退職後に咬合誘導に関する著
書を２冊，乳歯歯内療法の著書を
１冊出版しました。今年１月には
７つ星の列車に乗って九州を旅行
してきました。皆さんにお奨めの
コースです。 （町田幸雄 記）

平成２３年７月２３日 最近集まるメンバー（らくがき会）

クラス会だより
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十 期 会 昭和３７年卒

平成２６年度の十期会総会は，総
計３４名の参加を得て，去る１０月２５
日（土）帝国ホテル東京で開催され
た。昨年や一昨年の総会での会員
の意向により，今年度からは，利
便性を考え，東京で総会を行い，
当日や翌日のイベントは行わず，
各自で自由にお取り頂けるように
との趣旨で企画を致しました。

午後５時半頃から集まり始まっ
た懐かしい顔々。総会の前に記念
写真に納まり，６時より総会を２
階「鶴の間」で開催した。山内英徳
会長の挨拶に続き，議長に金山
公彦君を選出，庶務・会計報告を
中村靖夫君が行い，人生を全う
し，ひと足先に旅立たれた，この
１年間の逝去者（皆葉寿樹君，勝田
英和君，中井一仁君，梅津文男君，
平井茂重君）５兄の御霊のご冥福
を祈り黙祷を奉げた。名議長役の
金山君の慎重な上にも迅速な議事
進行で協議事項に入り，「今後も
東京の幹事会に一任する」とのこ
とが決まり，幹事会より会員に忌

憚のない意見を求めると，
①総会の開催曜日を変えてみては

…？
②最寄駅からの移動距離を考えて

欲しい。
③落ち着いた雰囲気のホテルはい

かが？
等々の率直なご意見を頂き，喉の
渇きを気にしつつ，佐々木さんの
閉会に続き，中村君の司会で懇親
会に入る。高江洲君の乾杯の音頭
で始まった懇親会では，美味しい
御馳走に舌鼓を打ち，円卓を囲
み，和気あいあい旧交を温め，
各々の近況や懐かしい話に華を咲
かせた。楽しいひと時は短いも
の。最後に恒例の石井君のフルー
ト・佐々木さんのバイオリンの音
色にのせて，野間・高江洲両名誉
教授の音頭で，校歌斉唱を行い，
堀江さんの閉会に別れを惜しみつ
つ，来年の再会を誓い合い，各自
想い出を胸に，全員帰宅の途に着
いた。
「次回もまた，東京で行う」とい

うことですので，今回やむなく参
加できなかった会員も次回（平成
２７年）の総会には，是非ご参加を
お待ちしております。
参加者（敬称略）；
安部井寿人・陽子，金山公彦・良子，
小室 甲・明子，高江洲義矩・英子，
瀧 義孝・瑞枝，野間弘康・歌子

（以上同伴組１２名）
石井秀人，岩渕 徹，佐々木協子，
笹本允明，下井直彦，清野比奈子，
関口威身，高梨玲子，永井栄子，
中村靖夫，初鹿繁和，花上弘昭，
堀江典子，松坂 泰，松山美念子，
茂木洋子，矢内 融，山内英徳，
山崎頼任，山本貞之，横田秋三朗，
飯塚正人（以上単身組２２名）

（飯塚正人 記）

クラス会だより
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踏 志 会 昭和４１年卒

平成２６年１１月１５日（土）・１６日（日）
に名古屋マリオットアソシアホテ
ルにて４４名の参加をえて，山本
芳隆君を幹事に名古屋の地で第４９
回踏志会のクラス会を開催しまし
た。

総会に先だち，昨年のクラス会
後鬼籍に入られた小川敏彦君，
進藤 修君，野村昌志君，橋本
高明君に対し黙祷を捧げ，在りし
日のお元気な姿を偲びました。

上竹会長の挨拶のあと議長に
臼田君を選出し，議事を進行し可
決承認され総会を無事終了し，次
回第５０回の節目のクラス会を，東
京で開催することを決定し，１６階
アイリスにて懇親会となりまし
た。

城所 繁君，藤城鐡英君の進行
でそれぞれ久しぶりの再会で近況

報告し，たのしいひと時を過ごし
ました。

二次会は，場所を移し５２階の
ジーニスにて素晴らしい名古屋の
夜景を見ながら，旧交を温めまし
た。

翌１６日は朝８時４０分より名古屋
市内観光へと出発しました。最初
に威風堂々の名古屋城本丸御殿の
復元なった玄関，表書院を見学し
ました。

その後，新装なった愛知県歯科

医師会館の「歯の博物館」を見学
し，栄の料亭「蔦茂」にて懐石料
理を味わい，それから徳川美術
館・徳川園を見学し，徳川美術館
では，国宝源氏物語絵巻の特別公
開があり鑑賞しました。

徳川園は，池泉回遊式の日本庭
園で紅葉を見ながら散策しまし
た。両日共，天候に恵まれ名古屋
駅まで皆様をお送りし，来年の東
京での再会を期し散会しました。

（村木 正 記）

クラス会だより
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志 学 会 昭和４２年卒

総会前日のプチ観光もあり，今
回も１０数名が宇治平等院鳳凰堂，
伏見稲荷神社，萬福寺，東寺等を
訪れた。総会は会員３２名，夫人１５
名の参加を得て１０月１７日京都ロイ
ヤルホテルで開催された。大岡会
長の挨拶のあとは会務，会計報告
があり同窓会会長の矢﨑君からは
学内の様子，国試の結果，大学の
これからの報告があり西棟の完成
をもって TDC サグラダファミリ
アもひと段落の様だ。次期開催地
は富山となった所で閉会，宴会の
為ホテル近くの料亭「梅むら」に
移動した。

伊藤博文公の常宿でもあり，こ
こから料亭政治が始まったのかも
知れない。

ひと品ひと品が手の込んだ料理
で時節柄松茸の土瓶蒸しに人気が
あった。

和気あいあいと部屋の熱気が満
ちた頃障子を開けると鴨川からの
心地良い風が…夏の風物詩の一場

面を垣間みた。京料理を堪能した
あと三条大橋畔の小料理店で二次
会，秋の夜長を楽しんだ。

翌日の市内観光は３０名程の参加
でまず清水寺へ。寺は青い空と緑
の木々に囲まれ絵はがきそのもの
で修学旅行生と外国人観光客が多
い。次にさんねん坂にある美術館
へ。中川（勝）幹事が TV でみて
凄い，驚いたを連発，なにがどう
凄いのか実体を観に訪れたのだ
が，そこにあったのは超絶微細精
緻工芸品の数々であった。

どう表現したらよいのか？仁丹
粒に和歌一首といった所か。明治
の西洋化によってこれ程の技術が
途絶してしまったそうだがその血
統はどこかに受け継がれて居て欲
しいものである。

その精緻さ，機会あれば一見さ
れたい。次に円通寺を訪ねる。こ
この枯山水石庭がのちの桂離宮，
竜安寺のお手本になったそうであ
る。

観光も余りさせない，住職も気
難しいご仁と聞いていたが，寺の
由来など丁寧に解説して下さっ
た。格式ある寺は違う。

昼食の為，大徳寺に向かう。
一休さん…一休禅師が住職をし

ていたり，秀吉を怒らせた千利休
像がある。托鉢に使う応量器とい
う七重の椀で頂く精進料理だがそ
の実，食事のしかた，順序すべて
修行であり椀を取り落としたりす
ると，即破門という厳しい戒律が
あるとは知らず，一行は楽しく，
美味しく頂きました。

訪れた所は少なめだったが仲々
に内容も充実していた京都総会で
した。 （赤穂英生 記）

クラス会だより
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１月
１） 理事会
１月１４日（水） 第１回常任理事会

２） 委員会
１月５日（月） 会務運営協議会

９日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委
員会委員長・副委員長打合せ会

１３日（火） 事業推進部社会保障制度研究委員会
１６日（金） 広報部広報委員会
１６日（金） 事業推進部卒後研修委員会
２０日（火） 渉外部渉外委員会
２０日（火） 事業推進部医療教養委員会
２２日（木） 事業推進部臨床セミナー委員会（エ

ンドセミナー打合せ）
２６日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会（研

究委員会Ｂ）
２６日（月） 新進会員のつどい準備会（反省会）
３０日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会

３） 出張
１月６日（火） 千代田支部新年会 矢﨑会長出席

１６日（金） 芝支部総会 矢﨑会長出席
１７日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会

矢﨑会長，他役員出席
２５日（日） 三重県支部総会 浮地副会長出席

学術講演会 講師・森永一喜准教授
（母校）

２５日（日） 東京医科歯科大学歯科同窓会新年名
刺交換会

矢﨑会長，臼井常任理事出席
２５日（日） 全国歯科大学同窓・校友会学術担当

者連絡会準備会
加藤委員長，山本委員出席

３０日（金） 浅草・下谷支部合同新年会
矢﨑会長出席

４） 事業
１月１４日（水） TDC アカデミア２０１５ 卒後研修

TDC 研修倶楽部
１５日（木） 井出学長との座談会
２１日（水） TDC アカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
２２日（木） TDC アカデミア２０１５ 卒後研修 歯

科臨床を語る会
２９日（木） TDC アカデミア２０１５ 医療教養 リ

ベラルアーツ・リレー講座第１回

２月
１） 理事会
２月２１日（土） 第１回理事会

２） 委員会
２月２日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会（研

究委員会Ｂ）
２日（月） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会祝賀会小委員会
３日（火） 事業推進部卒後研修委員会（ベー

シックセミナー打合せ）
３日（火） 事業推進部アカデミア検討会
４日（水） 事業推進部社会保障制度研究委員会
４日（水） 事業推進部臨床セミナー委員会（ぺ

リオセミナー打合せ）
５日（木） 広報部広報委員会（小委員会）
９日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（２０１６プログラム委員会）
１２日（木） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会委員長・副委員長打合せ会
１２日（木） 事業推進部臨床セミナー委員会（エ

ンドセミナー打合せ）
１３日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会（ス

タッフセミナー打合せ）
１３日（金） 広報部広報委員会
１４日（土） 事業推進部臨床セミナー委員会（エ

ンドセミナー打合せ）
１６日（月） 会務運営協議会
１７日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会記念誌打合せ

庶 務 日 誌
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１７日（火） 事業推進部医療教養委員会
１７日（火） 二校会委員会（仮称）
１９日（木） 事業推進部臨床セミナー委員会（補

綴セミナー打合せ）
２４日（火） 事業推進部アカデミア生涯研修企画

会議
２５日（水） 事業推進部社会保障制度研究委員会

（勉強会）

３） 出張
２月８日（日） 岡山県支部総会 宮地副会長出席

学術講演会 講師・宮地建夫先生
（東京都開業）

８日（日） 埼玉県支部新年会 矢﨑会長出席

１４日（土） 世田谷支部（世水会）創立８０周年記
念祝賀会 矢﨑会長出席

１４日（土） 北多摩支部総会 臼井常任理事出席
２８日（土） 全国歯科大学同窓会・校友会・日歯

連盟参与会議 矢﨑会長出席

４） 事業
２月９日（月） TDC アカデミア２０１５ 卒後研修

TDC 研修倶楽部
１８日（水） TDC アカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
２６日（木） TDC アカデミア２０１５ 医療教養 フ

ロントランナーセミナー№１

同窓会創立１２０周年記念として東京歯科大学学会の３００回記念に協力してゆくことになりました。
多くの同窓が出席していただけるようお願いします。

庶 務 日 誌
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逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を
お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 ３２ 卒 伊 藤 郁 雄（８２歳） 広島県三次市 ２６．１２．５
●昭 ３４ 卒 八ツ橋 康 平（７９歳） 横浜市南区 ２６．１２．８
●昭 ２７ 卒 髙 木 二三男（８６歳） 静岡県富士宮市 ２６．１２．２１
●昭 ３０ 卒 佐 藤 忠 男（８４歳） 東京都品川区 ２６．１２．２６
●昭 ２０．９ 卒 田 代 成 一（９５歳） 神奈川県足柄上郡 ２６．１２．２２
●昭 ２２ 卒 高 橋 日出夫（８９歳） 富山県富山市 ２６．１２．２６
●昭 ２６ 卒 横 瀬 和 夫（８４歳） 東京都世田谷区 ２６．７．２５
●昭 ２５ 卒 高 澤 孝 幸（８６歳） 長野県佐久市 ２６．１２．２９
●昭 ２６ 卒 ⻆ 倉 功（８６歳） 愛知県名古屋市 ２６．１２．２４
●昭 ３３ 卒 中 村 昭 仁（８１歳） 神奈川県相模原市 ２７．１．２
●昭 ３０ 卒 青 柳 信（８５歳） 神奈川県小田原市 ２６．１２．２１
●昭 ２９ 卒 松 岸 吉 晴（８８歳） 山形県東置賜郡 ２７．１．２
●昭 ４６ 卒 盆子原 強（７１歳） 北海道旭川市 ２６．１２．２６
●昭 ３３ 卒 瀬 田 和 夫（８１歳） 東京都足立区 ２７．１．５
●昭 ２３ 卒 水 島 謙 二（８９歳） 東京都文京区 ２６．１２．１３
●昭 ３５ 卒 木 津 武 久（７９歳） 北海道札幌市 ２７．１．５
●昭 ３２ 卒 奥 信 子（８２歳） 岡山県津山市 ２７．１．４
●昭 １９．９ 卒 西 條 征 二（９１歳） 徳島県鳴門市 ２７．１．１０
●昭 ３４ 卒 筱 正 昭（８０歳） 埼玉県さいたま市 ２６．１２．２２
●昭 ２０．９ 卒 稲 葉 幸（９０歳） 埼玉県北葛飾郡 ２７．１．３
●昭 １９．９ 卒 喜多詰 和 親（９１歳） 千葉県千葉市 ２７．１．１２
●昭 ３１ 卒 野 口 八九重（８３歳） 福島県郡山市 ２７．１．１６
●昭 ５６ 卒 川 崎 伸 人（５８歳） 愛知県名古屋市 ２７．１．１８
●昭 ３１ 卒 中 山 正 規（８２歳） 福井県福井市 ２５．６．５
●昭 ３０ 卒 乕 田 尚 子（８３歳） 神奈川県川崎市 ２７．１．２０
●平 １３ 卒 工 藤 綾 乃（４０歳） 静岡県沼津市 ２７．１．２７
●昭 ２５ 卒 市 原 泰 彦（８８歳） 千葉県長生郡 ２７．１．１８
●昭 ４１ 卒 井 上 護（７６歳） 神奈川県相模原市 ２７．２．６
●推 薦 会 員 酒 井 次 郎（９８歳） 大分県別府市 ２６．９．６
●昭 ２２ 卒 瀬 尾 正 巳（９０歳） 広島県府中市 ２７．２．５
●昭 ３４ 卒 丹 沢 之 彦（８３歳） 神奈川県川崎市 ２７．２．１０
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２L など）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２６年度より，偶数月発行から年間４回（２，６，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //tdc-alumni.jp/organization/dousoukai/kouhoubu/をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数
投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX 番号 － －

投稿先
□に!印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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◆へんしゅうこうき ★つい先日，久しぶりに年末年始をゆっくり過ごせたなと思っていたら，もう２
月。大学では国試，入試が終わると１２日の創立記念日を挟んで，卒業式，入学式
のシーズンで，てんてこ舞いです。年度末は皆様も種々な行事が目白押しなので
はないでしょうか？
最近，本当に月日の経つのがアッという間です。

★「加齢とともに１年が過ぎるのが速い気がする。」のは気のせいではなく，ちゃ
んとエビデンスがあるようです。フランスのピエール・ジャネーという心理学者
が説いた法則「ジャネーの法則」で，５０歳の人にとって１年は人生の５０分の１で
すが，５歳の子供にとって１年は人生の５分の１。年齢の逆数に比例するのだそ
うです。つまり，５０歳の人にとっての１０年間は５歳の子供の１年間に当たり，５
歳の子供にとっての１日は５０歳の人の１０日に相当するということだそうです。説
得力がありますね。

★今号の「ふるさと自慢」は，「川のまち，丘のまち，海のまち」と題して横浜市
の鶴見をご紹介いただいております。雑然としたイメージがある街ですが，好き
な街です。しかし総持寺の境内に「歯の塚」があるなんて知りませんでした。道
元禅師の「正法眼蔵」は，高校時代に倫理社会学の講義で習い，教師に「大人に
なってから，もう一度時間をかけてじっくりと読め！」と言われた記憶がありま
す。しかし，難解な上に大きな書物を読破する時間もなく今に至っており，これ
を機に少しでも読んでみようかなという気になりました。

★会員往来もいつも楽しい方々に投稿していただいておりますが，改めていろいろ
な才能を開花させた先生がいらっしゃるものだと感動致しました。今や３D プリ
ンターの時代ですが，手作りの良さはいつの時代になっても廃れることはないで
しょう。これからも同窓の先生方の中に埋もれている，好奇心満載なユニークな
先生方をご紹介できればと思っております。

★本学同窓会も「創立１２０周年記念事業」の準備に追われています。特に来る１１月
末の記念式典は，「医はこれ済世ひとへに仁なり－伝統そして未来への飛躍－」
というテーマの下で盛大に開催すべく，準備が進められております。この調子で
すと，高齢の方ほど（？）本当にアッという間に１１月が来てしまうでしょう。皆
様もぜひ１１月２９日はご予定を空けておいていただき，ご一緒に祝杯を上げていた
だければと思っております。 （古澤成博 記）

広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之

山口 雅史
委 員 古澤 成博

奥野 圭子
佐々木葉子
皆川 雅彦
渡邊 宇一
島田 篤
西村 哲雄
横田 東生

広報部担当理事 小池 修

平成２７年２月２０日 印刷
平成２７年２月２５日 発行

東京歯科大学同窓会会報 第３９９号

発行人
編集人

小 池 修
臼 田 準
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会
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